
特集

偉人が

つなぐ未来
塙保己一が 15 歳で江戸へと旅立つ姿をあ

らわした銅像「旅立ちの朝」。本庄早稲田

駅から旅立つ人、また、本庄を訪れた人々

を見守っている。郷土の偉人塙保己一が

後世に遺し、未来につないだもの。

それは、現代の私た

ちにどれほどの影響

を与えたのか―。
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人口増減の内訳
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障
害
を
越
え
る
情
熱

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
本
が
好
き

で
、
読
ん
で
も
ら
っ
た
本
の
内

容
は
す
べ
て
記
憶
し
て
忘
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
塙
保
己

一
は
、
７
歳
の
と
き
に
病
気
で

失
明
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

当
時
、
目
の
見
え
な
い
人
の

多
く
が
、
按
摩
や
は
り
の
仕
事

に
就
く
な
か
、
塙
保
己
一
は
、

そ
の
優
れ
た
記
憶
力
と
情
熱

で
、
学
問
へ
の
道
へ
と
進
ん
で

い
き
ま
す
。

後
の
た
め
の
偉
業

　

学
問
を
し
た
い
後
世
の
人
の

役
に
立
ち
た
い
。
そ
の
熱
き
想

い
と
優
れ
た
記
憶
力
で
、
41

年
と
い
う
長
い
歳
月
を
掛
け

て
「
群
書
類
従
」
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
群
書
類
従
は
、
散
逸

す
る
文
献
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
後
世
の
人
々
が
文
献
を
探

す
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
そ
の
収
録
文
献

数
は
１
２
７
７
種
、
25
部
門
、

６
６
６
冊
か
ら
な
り
ま
す
。

　

盲
目
で
あ
っ
た
塙
保
己
一
が

こ
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た

の
は
、
並
外
れ
た
努
力
と
、
協

力
し
た
い
と
た
く
さ
ん
の
人
が

集
ま
る
塙
保
己
一
の
人
柄
に

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

金子くんと同じ高等部から塙保己一学園に

入った佐野くん。「学校に入り、同じ悩

みを持つたくさんの友達ができた。本当に毎

日が楽しい」と笑顔で話す。佐野くんも金子

くん同様ゴールボール選手。日本代表の育成

選手として代表メンバー入りを目指してい

る。現在所属する国立障害者リハビリステー

ションセンターのチームでは、女子ゴール

ボールをロンドンパラリンピックで金メダル

に導いた江黒直樹監督のもと練習に励んでい

る。また、佐野くんはゴールボールだけでな

く、陸上競技でもその才能を発揮している。

１００・２００ｍ走では、全国大会出場を決

めている。「東京パラリンピックのその先も

視野に入れている。将来はゴールボールと陸

上競技、両方でパラリンピックに出場したい。

そのために今は、学校生活や私生活の中で、

先生や監督に言われたことをしっかりやって

いきたい」と話す佐野くん。大きな目標に向

け、今を確実に一歩ずつ歩んでいる。

高等部から塙保己一学園に通う金子くん。

中学校まで野球をしていたが、ボールが

見えずらくなり競技を断念。そんなときに、

母が連れて行ってくれたパラリンピアン発掘

事業。そこで、はじめてゴールボールを体験。

それが運命的な出会いとなり、どんどんその

魅力にのめり込んでいく。競技を始めて２年

足らず、今では、日本代表選手になったのだ。

　チームでは最年少。「声を掛け合いコミュ

ニケーションをとることが難しいところであ

り、楽しいところ」。その難しさゆえ、６月

には鼻の骨を折ってしまった。しかし、「視

覚を完全に奪われたコート内で、声を掛け合

うとチームでやってるんだなという実感が沸

く」とうれしそうに話す。「今はとにかく東

京パラリンピックに出ることが目標。開催国

としてでなく、しっかりと予選を勝って出場

する。そしてメダルを取りたい」。その言葉

は力強く、金子くんの眼差しの先には、４年

後のメダルがはっきりと見えていた。

幼稚部から塙保己一学園に通っている秋元

さん。「昔は走ることは嫌いだった。でも、

東京パラリンピックに出たい」。その思いと

先輩や先生からの誘いもあり、中学部から陸

上をはじめた。「走るフォームを見たことが

ないので、走り方を覚えるのが大変」と話す。

努力を重ね、今では 50 ｍ音響走と２００ｍ

走で全国大会に出場するほどになった。

　将来の夢は何かという質問に秋元さんは力

強くこう答えた。「全国を講演して回って、

自分の体験をもっと多くの人に伝えたい。目

が見えないことは、かわいそうなことでは

ないんだと」。パラリンピックは夢の通過点。

より多くの人に、多くのことを伝えるための

経験のひとつなのだ。秋元さんは、10月に行

われた全国盲学校弁論大会で、関東甲信越代

表として出場し、優秀賞を受賞した。「今は

陸上の全国大会に向けて、練習を頑張ります」

と笑顔で話すその言葉の先には、秋元さんが

向かう大きな未来がはっきりと感じられた。

金子 和也くん

高等部普通科２年

佐野 優人くん

高等部普通科１年

秋元 美宙さん

中学部２年

偉
人
が

つ
な
ぐ

未
来

特 

集

児玉郡保木野村（現在の本庄市児玉町保木野）に２７０年前に生まれた塙保己一。

遠い過去のことかもしれません。しかし、塙保己一が遺したものは確実に現代に息づいています。今回

の特集では、塙保己一という存在が、未来につないだもの、現代のわれわれへと遺したものを探ります。

５
月
５
日
、
保
木
野
村
の
百
姓
、
荻
野
宇
兵
衛
と

き
よ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名
は
寅
之
助

病
気
で
失
明
。
辰
之
助
と
改
名

江
戸
に
出
て
、
雨
富
検
校
の
門
人
に
な
る
。
名
を

千
弥
と
改
名

修
行
が
思
い
ど
お
り
に
い
か
ず
自
殺
を
考
え
た

が
、
雨
富
検
校
に
学
問
の
道
に
入
る
こ
と
を
許
さ

れ
、
国
学
や
和
歌
を
学
ぶ

衆
分
の
位
に
な
り
、
故
郷
か
ら
と
っ
て
名
を
保
木

野
一
と
す
る

勾
当
に
な
る
。
雨
富
検
校
の
本
姓
で
あ
る
「
塙
」

を
も
ら
い
、
塙
保
己
一
と
名
乗
る

群
書
類
従
の
出
版
を
決
意

検
校
に
昇
進

水
戸
徳
川
家
に
招
か
れ
、
「
大
日
本
史
」
の
校
正

に
加
わ
る

日
本
で
最
初
の
国
学
専
門
機
関
「
和
学
講
談
所
」

を
設
立

41
年
を
か
け
全
６
６
６
冊
か
ら
な
る
「
群
書
類
従
」

を
完
成

総
検
校
に
な
る
。
９
月
12
日
死
去

１
７
４
６ 

１

１
７
５
２ 

７

１
７
６
０ 

15

１
７
６
１ 

16

１
７
６
３ 

18

１
７
７
５ 

30

１
７
７
９ 

34

１
７
８
３ 

38

１
７
８
９ 

44

１
７
９
３ 

48

１
８
１
９ 

74

１
８
２
１ 

76

西
暦　
　

 

歳

年　

表

chronology
埼

玉
県
川
越
市
。
こ
こ
に

そ
の
偉
人
の
名
が
付
く

特
別
支
援
学
校
が
あ
り
ま
す
。

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保

己
一
学
園
（
県
立
盲
学
校
）
。

０
歳
児
か
ら
の
相
談
受
付
を
は

じ
め
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
３

歳
児
か
ら
大
人
ま
で
の
１
１
３

人
の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
立
盲
学
校
で
全
国

一
の
生
徒
数
で
す
。
「
同
じ
気

持
ち
を
持
つ
多
く
の
仲
間
と
夢

や
悩
み
を
共
有
で
き
る
」
と
佐

野
貴
仁
校
長
先
生
は
言
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
塙
保
己
一
の
名
に

負
け
な
い
生
徒
た
ち
が
夢
に
向

か
っ
て
情
熱
を
燃
や
し
て
い
ま

す
。
「
一
人
ひ
と
り
の
長
所
を

伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
。
ま
た
、

才
能
の
あ
る
生
徒
を
も
っ
と
世

の
中
に
出
し
て
あ
げ
た
い
」
と

佐
野
校
長
先
生
。
ま
た
、
「
こ

の
学
園
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人

が
ま
だ
多
く
い
る
。
塙
保
己
一

の
存
在
と
一
緒
に
広
ま
っ
て
ほ

し
い
。
塙
保
己
一
は
人
と
人
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
る
」
と
、

そ
の
存
在
が
現
代
で
も
多
く
の

影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
と
佐

野
校
長
先
生
は
言
い
ま
す
。

　

塙
保
己
一
は
約
２
０
０
年
前

の
偉
人
。
し
か
し
、
そ
の
情
熱

は
現
代
の
学
生
た
ち
の
中
で
確

実
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

偉
人
の
名
と
情
熱
を

受
け
継
ぐ
学
校

特別支援学校塙保己一学園（県立盲学校）
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私
た
ち
の
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
未
来
に
多
く

の
影
響
を
与
え
続
け

る
塙
保
己
一
。
そ
の
存
在
が
こ

れ
ま
で
に
遺
し
た
も
の
は
、
歴

史
上
に
、
そ
し
て
現
代
を
生
き

る
わ
れ
わ
れ
に
ま
で
、
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
偉
人
で
、
塙
保
己

一
を
目
標
と
し
て
い
た
ヘ
レ

ン
・
ケ
ラ
ー
は
言
い
ま
し
た
。

「
塙
保
己
一
先
生
の
名
前
は
、

水
の
流
れ
の
よ
う
に
後
世
に
伝

え
ら
れ
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
」
。

　

と
は
い
っ
て
も
、
塙
保
己
一

が
亡
く
な
っ
て
１
９
５
年
が
経

過
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
に

と
っ
て
遥
か
遠
い
過
去
の
人
。

し
か
し
、
現
在
も
郷
土
の
偉
人

と
し
て
色
褪
せ
る
こ
と
の
な
い

存
在
で
あ
る
こ
と
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
の
影
に
は
、
熱
い
想
い
を

持
つ
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
。

「
塙
保
己
一
の
精
神
を
広
め
た

い
」
「
そ
の
思
い
を
受
け
継
い

で
も
ら
い
た
い
」
「
そ
の
存
在

を
人
生
の
糧
と
し
て
も
ら
い
た

い
」
そ
う
い
っ
た
熱
い
思
い
を

持
っ
た
人
た
ち
が
、
塙
保
己
一

を
広
め
て
い
く
活
動
を
続
け
て

い
る
の
で
す
。

小笠原諸島が日本の領土では
なくなっていた？

東京から南に 1,000km 離れた太平

洋に浮かぶ約 30 の島々からな

る小笠原諸島。現在、東京都小笠原

村として、日本の領土となっていま

す。小笠原諸島と塙保己一。一見関

係がなさそうですが、実は、塙保己

一が設立した「和学講談所」が、こ

の小笠原諸島の領土問題に大きな影

響を与えたのです。

　塙保己一が亡くなって 40 年もの

歳月が経った 1861 年。アメリカ、

イギリス、ロシアなどとの間に小笠

原諸島の帰属問題が持ち上がりまし

た。幕府は、和学講談所の後継者で

ある塙保己一の息子・塙次郎に、小

笠原諸島に関する質問状を送りまし

た。塙次郎は、小笠原諸島が日本の

領土であることを証明する歴史資料

を即座に提供しました。その迅速な

対応により、小笠原諸島が日本の領

土であることが国際的に認められま

した。これは、日本初の国学専門の

教育・研究機関である和学講談所が

あったからと言っても過言ではあり

ません。

原稿用紙は 20 × 20 文字では
なかった？

みなさんも１度は 400 字詰めの

原稿用紙で、作文やレポート

を書いたことがあるかと思います。

その縦 20 文字、横 20 行の原稿用紙

の起源と言われているのが、塙保己

一が編さんした「群書類従」の版木

なのです。

　当時書物は、限られた人のところ

にしかなく、書き写しで伝えられた

ため内容が異なるものなどが多くあ

りました。そこで塙保己一は、それ

らの書物を集め、補正し、分類、整

理しました。それが群書類従です。

　塙保己一は、その群書類従を多く

の人が手にできるようにと、版木に

彫り、印刷できるようにしました。

その枚数はなんと 17,224 枚。両面

刻であるため、約 34,000 ページ分

になります。その版木が縦 20 文字、

横 10 行の２段とされ、これが現代

の原稿用紙の起源と言われていま

す。塙保己一が編さんした群書類従

の版木がなければ、一般的に使う

原稿用紙の文字数は、400 字ではな

かったかもしれません。

日本初の女性医師の誕生は　
遅れていた？

塙保己一と並び、埼玉ゆかりの

三偉人とされる荻野吟子。荻

野吟子は、1851 年に現在の熊谷市

で生まれました。19 歳のころ、自

身が病気にかかり産婦人科で治療を

受けたときに、女性ならではの気持

ちを共感できる女性医師が必要だと

痛感し、医師を目指すことを決意し

ます。

　しかし、当時は医師開業試験を受

けることは女性には認められていま

せんでした。そこで荻野吟子を救っ

たのが、塙保己一がまとめた古代律

令の解説書「令義解」でした。塙保

己一が遺したその書物には、日本に

もかつて女性医師のような者があっ

たということが記されていました。

そのおかげもあり、荻野吟子は開業

試験を受けることができ、日本で最

初の女性医師となりました。荻野吟

子は、開業医として熱心に治療にあ

たったほか、女性の地位向上や衛生

知識の普及にも大きく貢献しまし

た。塙保己一が遺した「令義解」が

　　　　　　　　　なければ、日本

　　　　　　　　　の女性医師の誕

　　　　　　　　　生、そして女性

　　　　　　　　　の地位向上も遅

　　　　　　　　　れていたかもし

　　　　　　　　　れないのです。

もしも、いなかったら ...

熊谷市提供

そ
の
情
熱
を

広
め
て
い
き
た
い

本
庄
市
長
を
会
長
、
生
涯

学
習
課
を
事
務
局
と
し
、

平
成
27
年
度
末
時
点
で
、
個
人

会
員
５
１
６
人
・
賛
助
会
員
40

団
体
で
構
成
さ
れ
る
総
検
校
塙

保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
会
。
塙

保
己
一
の
業
績
を
後
世
に
伝

え
、
ま
た
、
そ
の
精
神
を
広
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
平
成
19
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
会
で
は
、
塙
保
己
一
の

命
日
で
あ
る
９
月
12
日
に
遺
徳

を
偲
び
菊
の
献
花
を
行
う
顕
彰

祭
を
は
じ
め
、
ビ
デ
オ
の
放
映

や
講
演
、
版
木
の
手
刷
り
体
験

な
ど
、
そ
の
偉
業
と
想
い
を
つ

な
ぐ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
表
紙
に
掲

載
し
て
い
る
塙
保
己
一
の
銅
像

も
今
年
３
月
に
、
塙
保
己
一
没

後
１
９
５
周
年
と
本
庄
市
合
併

10
周
年
を
記
念
し
て
顕
彰
会
で

建
立
し
ま
し
た
。

　

偉
業
を
成
し
遂
げ
、
後
世
に

大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
る
郷

土
の
偉
人
塙
保
己
一
。
そ
の
存

在
を
こ
れ
か
ら
も
絶
え
る
こ
と

な
く
つ
な
ぐ
た
め
に
何
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
―
。
そ
の
一
端
を

担
う
の
は
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
で
す
。
あ
な
た
に
も
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
る
は
ず
。
顕
彰
会

は
、
み
な
さ
ん
の
ご
加
入
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

総検校塙保己一遺徳顕彰会

年 会 費　

　個人会員　一口　　　１,０００円

　賛助会員　一口　　１０,０００円

受付場所　

　セルディ、生涯学習課（市役所４階）、

児玉公民館（アスピアこだま内）

★�総検校塙保己一先生遺徳顕彰会事務

局（セルディ内）☎�８８５１

「
昔

は
全
国
の
小
学
校
の

教
科
書
に
載
り
、
学

校
で
塙
保
己
一
の
こ
と
を
正
し

く
教
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

今
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
教
え
る
立
場
の
大
人
も

正
し
く
理
解
し
て
い
る
人
が
少

な
い
と
思
う
」
そ
う
話
す
の
は

塙
保
己
一
物
語
劇
化
実
行
委
員

会
会
長
の
竹
並
万
吉
さ
ん
。

　

教
科
書
採
択
制
の
流
れ
の
な

か
で
、
薄
れ
ゆ
く
郷
土
の
偉
人

の
す
ば
ら
し
さ
。
そ
こ
に
危
機

感
を
覚
え
、
「
衣
装
や
演
出
に

コ
ス
ト
が
あ
ま
り
掛
か
ら
ず
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
」
と
塙
保
己
一
の

生
涯
を
群
読
劇
と
し
て
行
う
こ

と
を
３
年
前
に
決
意
し
ま
し
た
。

同
じ
思
い
を
持
つ
、
仲
間
た
ち

と
と
も
に
準
備
委
員
会
を
結
成
。

そ
の
後
出
演
者
を
公
募
し
、
９

歳
～
80
歳
の
男
女
35
人
程
の
メ

ン
バ
ー
で
日
々
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　

塙
保
己
一
の
幼
少
期
、
辰
之

助
役
を
演
じ
る
金
屋
小
学
校
６

年
で
児
玉
町
保
木
野
在
住
の
渋

谷
航
輝
く
ん
は
「
郷
土
の
偉
人

に
以
前
か
ら
親
し
み
が
あ
っ

た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
成
功
さ

せ
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

「
主
役
は
子
ど
も
た
ち
。
子

ど
も
た
ち
が
劇
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
思
い
出
に
残
る
と
と
も

に
、
塙
保
己
一
の
こ
と
を
正
し

く
理
解
で
き
る
。
大
人
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
の
理
解
が
彼
ら

の
子
ど
も
に
受
け
継
が
れ
る
。

多
く
の
子
ど
も
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
ま
た
、
見
に
来
て
も
ら

い
た
い
。
き
っ
と
い
い
経
験
に

な
る
」
と
竹
並
さ
ん
。
来
年
は

本
庄
市
民
文
化
会
館
で
本
庄
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
多
く
交
え

て
開
催
す
る
予
定
。
ま
た
、
そ

の
後
は
、
児
玉
郡
内
・
県
・
全

国
と
広
め
て
い
き
、
「
最
終
目

標
は
塙
保
己
一
を
目
標
に
し
て

い
た
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
生
家

に
あ
る
劇
場
」
と
今
後
の
展
望

を
話
し
ま
す
。

　

市
民
手
作
り
の
群
読
劇
。
広

め
た
い
と
思
う
そ
の
気
持
ち

は
、
見
る
人
に
と
っ
て
も
、
塙

保
己
一
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

▲ 塙保己一の生家が学校区にある金屋小学校での練
習風景。子どもたちは和気あいあいとしながらも、
真剣に元気よくセリフを読み上げた。

市民による

群読劇「塙保己一物語」

　音楽と朗読で作り出す塙保己一の生涯。幼少

期から亡くなるまでそのすべての物語が今ここ

に再現される。その栄光と苦難の人生をぜひ感

じてください。

日　時　　　　月　　　　日㈰　午後２時開演

※午前 10 時からの通し稽古は小・中学生に無

料開放します。

会　場　セルディ（児玉文化会館）

入場料　1,000 円

※チケットをお求めの人は、本庄インフォメー

ションセンター（本庄駅内）へ。

★本庄インフォメーションセンター

　☎�１６９０

11 20
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　９月 30 日に任期満了となりました人権擁護委員につ
いて、永尾斎二氏が再任として、退任された丸山久夫
氏に代わり山田行男氏が新任として、10 月１日付で法
務大臣から人権擁護委員に委嘱されました。

　学校保健・学校安全の普及と向上への多大な成果が
認められ、市内から次の各氏が文部科学大臣に表彰さ
れました。おめでとうございます｡（９月 27 日付け）

お知らせ

▶新たに委嘱

★市民活動推進課☎�０８２８

人権擁護委員を紹介します

住宅防火防災推進シンポジウム

Information ほんじょうインフォメーション

■紅葉ライトアップ
　本庄総合公園プロムナード周辺の紅葉したイチョウ
並木をライトアップします。　
　ライトアップされ、昼とは違う幻想的に輝くイチョ
ウ並木をお楽しみください。
●ライトアップ期間　　11 月上旬～ 11 月中旬
　※気候の変化によって前後する場合があります。
●時間　　日没～午後９時頃まで

■秋の夕暮れお花見コンサート
　十月桜のお花見とライトアップされたイチョウの紅
葉を見ながら、生演奏の軽音楽とジャズを鑑賞して楽
しみませんか。
　鑑賞者のみなさんに甘酒（数量限定）をプレゼント。
屋外での演奏のため、暖かい服装でご来園ください。
●開催日　11 月５日㈯（雨天中止）
●時　間　午後 3 時 30 分～ 5 時 30 分

イベント お知らせ

▶本庄総合公園で秋を感じる ▶受賞おめでとうございます

★清香園・東京ドームスポーツ共同体　
代表者㈱清香園☎�３４１４

イチョウ並木のライトアップと
秋の夕暮れ お花見コンサート

平成28年度学校保健及び
学校安全文部科学大臣表彰

■ 12月４日から 10日は人権週間です
　さいたま地方法務局と埼玉県人権擁護委員連合会では、
記念行事を開催します。　　　　       　※入場無料

●日時　　12 月４日㈰　午後１時～４時 30 分
●会場　　さいたま市産業文化センター
               （さいたま市中央区下落合５- ４- ３）
●内容
　第一部　午後１時～２時 40 分
　全国中学生人権作文コンテスト埼玉県大会表彰式
　第二部　午後３時～４時 30 分
　講演会　「家族介護者の心の健康～知って、気づいて、
　　　　　支え合おう～」
　講　師　野原すみれ氏（がんばらない介護応援団長）
★さいたま地方法務局人権擁護課
　☎０４８ー８５９ー３５０７

●日　時　12 月 11 日㈰　午後６時～９時
●会　場　ハナファームキッチン（本庄 3-7-47）
●対　象　真剣に結婚を考えている 20 代～ 40 代の
　　　　　独身の男女 ( 応募多数の場合抽選）
●定　員　男女各 20 人
●参加費　男性　５，０００円　女性　３，０００円
●申　込　11 月７日㈪から 30 日㈬までに電話又は直接
　　　　　社会福祉協議会へ

※パーティー運営の都合
　により、キャンセル料
　が発生します（３日前
　から前日までは半額、
　当日は全額）。

●日　時　11 月 19 日㈯　（雨天中止）
　集合　午前９時 30 分　　終了　午後３時予定
●コース　　午前　高窓の里や文化財を巡る
　　　　　　午後　間瀬湖を巡る
●集合場所　本庄市観光農業センター前
●対　象　　小学生とその保護者
　　　　　　※小学生のみでの参加は不可
●参加費　　２００円
●用　意　　運動靴、汗拭き用タオル、帽子、
　　　　　　飲み物、弁当
●申　込　　11 月７日㈪から電話又は直接㈱清香園へ

●日　時　11 月 19 日㈯　
　シンポジウム　　午後１時 30 分～４時 15 分
　　　　　　　　　受付　午後０時 30 分～
　消防フェスタ　　正午～午後３時 30 分
●会　場　セルディ

※参加自由、入場無料ですので、お気軽にお越しくだ
さい。

　児玉郡市広域消防本部では、地域の住宅防火と防災対
策を考えるため、タレントで山形弁研究家のダニエル・
カールさんをゲストに迎え、総務省消防庁主催による「平
成 28 年度住宅防火防災推進シンポジウム  ＩＮ本庄」を
開催します。
　当日は、ダニエル・カールさんと防災関係者とのフリー
トーク、パネルディスカッションが行われます。また、
防災展示、消防フェスタなども同時に行われます。
※手話通訳付

ダニエル・カール氏

イベント 募　集 募　集

▶住宅防火防災について考えてみませんか ▶親子で楽しく散策 ▶素敵な出会い見つけませんか

★児玉郡市広域消防本部予防課☎�８３９２ ★清香園・東京ドームスポーツ共同体
　代表者㈱清香園☎�３４１４

★本庄市社会福祉協議会☎�２７５５

高窓の里オリエンテーリング 婚活クリスマスパーティー

永尾 斎二 氏
（児玉町児玉）

春山 茂之 氏
（旭小学校）

学校医

山田 行男 氏
（児玉町上真下）

片山 利明 氏
（児玉白楊高校）

学校安全・個人

消防フェスタでは、はし
ご車乗車体験や消防車展
示などを実施。
※天候、災害等で実施で
きない場合があります。

はしご車乗車体験は整理
券を配布します（小学生
未満は乗車できません）。
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●
集
団
検
診

対
象

・
子
宮
頸
が
ん

　
20
歳
以
上
の
女
性
（
平
成
９
年
４

　
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

・
乳
が
ん

　
30
歳
以
上
の
女
性
（
昭
和
62
年
４

　
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※
検
診
当
日
は
、
申
込
時
に
お
伝
え

す
る
予
約
番
号
順
に
受
付
ま
す
。

検
診
料　
乳
が
ん　

１
、１
０
０
円

　
　
　
　
子
宮
頸
が
ん　
６
５
０
円

用
意　
受
診
券
、
検
診
料
、
バ
ス
タ

　
オ
ル
（
乳
が
ん
検
診
の
受
診
者
）

申
込
（
予
約
制
）

　
12
月
６
日
㈫
か
ら
電
話
又
は
直
接

　
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

●
個
別
検
診

　
市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
個
別
検

診
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象

・
子
宮
頸
が
ん

　
20
歳
以
上
の
女
性
（
平
成
９
年
４

　
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

・
乳
が
ん

　
40
歳
以
上
の
女
性
（
昭
和
52
年
４

　
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

実
施
期
間

　
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

場
所　
市
内
の
指
定
医
療
機
関

検
診
料　

  

乳
が
ん　
１
、６
０
０
円

　
　
子
宮
頸
が
ん　
１
、３
０
０
円

申
込　
各
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

登
録
期
間

　
平
成
29
年
４
月
～
平
成
30
年
３
月

登
録
資
格　

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
が
10

　
人
以
上
い
る
団
体

②
監
督
者
と
し
て
成
人
２
人
以
上
が

　
含
ま
れ
、
年
間
を
通
し
て
活
動
す

　
る
団
体

③
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

申
込　
12
月
７
日
㈬
ま
で
に
登
録
用

　
紙
（
受
付
場
所
に
て
配
布
）
を
記

　
入
・
提
出
の
う
え
、
平
成
29
年
１

　
月
に
開
催
予
定
の
登
録
利
用
者
説

　
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
説
明
会
の
日
程
は
、
後
日
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。

そ
の
他

・
各
学
校
行
事
等
で
、
使
え
な
い
日

　
時
・
期
間
が
あ
り
ま
す
。

・
登
録
希
望
が
重
複
し
た
場
合
、
該

　
当
団
体
に
ご
連
絡
し
た
上
で
調
整

　
会
議
を
開
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
会
議
に
は
団
員
の
中
か
ら
必
ず
１

　
人
以
上
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設(
公
園
施
設
・
体
育
施
設
・
学
校
体
育
施
設
を
含
む)

を
年
間
通
し
て
定
期
的
に

利
用
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
団
体
は
、
優
先
予
約
や
登
録
し
た
施
設
・
曜
日
・
時
間

を
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
使
用
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
体
育
施
設
等
定
期
利
用

団
体
登
録
（
新
規
団
体
）
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

 

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

子
宮
頸け

い

が
ん
・
乳
が
ん
検
診

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
２
０
０
３

受付場所 利用施設

シルクドーム
☎�５６７７

シルクドーム、市民球場※、本庄総合公園多目的グラウンド、
北泉テニスコート、本庄地域の各小中学校の体育館（本庄東中学校・
本庄南中学校の武道場を含む）及びグラウンド※ ( 各中学校は除く )

エコーピア
☎�３８１５

エコーピア、児玉工業団地遊水池内グラウンド、児玉総合運動公園
グラウンド※、共栄公園テニスコート※、児玉地域の各小中学校の体
育館 ( 児玉中学校の武道場を含む）及びグラウンド※ ( 中学校は除く )

武道館
☎�７１８１

武道館、弓道場、若泉第 1 グラウンド※及び第 2 グラウンド、
若泉第 1 テニスコート※及び第２テニスコート

市民体育館
☎�４６５７ 市民体育館、河川敷グラウンド（山王堂・下仁手）

○ ※印の施設は、夜間照明の利用も受け付けます。
○ 本庄東中学校武道場については、午後７時30分から登録できます。
○ 体育課でも受付を行っています（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時15分)

●乳がん検診のみ
日程　　　１月11日㈬
定員　　　100人（先着順）
受付時間　午後１時～２時
会場　　　本庄市保健センター
●乳がん検診・子宮頸がん検診（同時実施)
日程　　　１月12日㈭、13日㈮、
　　　　　19日㈭※、20日㈮
定員　　　乳：各日100人（先着順)
　　　　　    （20日は50人）
　　　　　子宮：各日90人（先着順)
受付時間　午後１時～２時
会場　　　本庄市保健センター
　　　　　※19日はアスピアこだま

〜集団検診〜

※平成28年4月1日以降に子宮頸がん(妊婦健
康診査の一環として実施する子宮頸がん検診
も含む)・乳がん検診の受診者は、同年度内に
市の検診を再度受診することはできません。
※検診の受診には、受診券が必要です。受
診券がない人は、お問い合わせください。

　平成29・30年度に本庄市、児玉郡市広域市町村圏組合又は本庄上里学校給食組合が発注する物品・印刷・
業務委託等に係る入札に参加を希望する事業者はいずれかの方法により申請を行ってください。
※平成27・28年度において名簿に登載された事業者も再度申請が必要です。

平成 29・30 年度発注分
「物品・印刷・業務委託等の競争入札参加資格審査申請」の
受け付けを行います

●児玉郡市広域市町村圏組合が発注する
　建設工事、設計・調査・測量

■児玉郡市合同受付
１回の手続きで、本庄市、美里町、神川町、上里町、
児玉郡市広域市町村圏組合及び本庄上里学校給食組合
の６団体に申請することができます。
郵送申請（持参による受付は行いません）
●受付期間　11月30日㈬まで（当日消印有効）
●送 付 先　〒367-8501　本庄市本庄３-５-３
　　　　　　本庄市役所 財政課
※封筒表に「29・30年度児玉郡市合同受付」と朱書き。

児玉郡市広域市町村圏組合では、「建設工事」、「設
計・調査・測量」の埼玉県電子入札共同システムに参
加しておりません。申請を希望する事業者は、下記に
より申請してください。
郵送申請
●受付期間　平成29年１月４日㈬～31日㈫（当日消印有効)
●送 付 先　〒367-0024　本庄市東五十子151-１
　　　　　　児玉郡市広域市町村圏組合 総務課
窓口申請
●受付期間　平成29年２月１日㈬～３日㈮
●受付時間　午前９時～11時30分、午後１時～４時
●受付場所　児玉郡市広域市町村圏組合 総務課
　　　　　  （小山川クリーンセンター）

■単独受付
①本庄市、②広域市町村圏組合、③学校給食組合の個別申
請を希望する事業者は、下記により申請してください。
郵送申請
●受付期間　平成29年１月４日㈬～31日㈫（当日消印有効)
●送 付 先　①〒367-8501　本庄市本庄３-５-３
　　　　　　　本庄市役所 財政課
　　　　　　②〒367-0024　本庄市東五十子151-１
　　　　　　　児玉郡市広域市町村圏組合 総務課
            　　③〒367-0062　本庄市小島南１-８-１
　　　　　　　本庄上里学校給食センター
※封筒表に「29・30 年度入札参加資格審査申請」と朱書き。
窓口申請
●受付期間　平成29年２月１日㈬～３日㈮
●受付時間　午前９時～11時30分、午後１時～４時
●受付場所　①財政課（市役所３階）
　　　　　　②児玉郡市広域市町村圏組合 総務課
　　　　　　 （小山川クリーンセンター）
　　　　　　③本庄上里学校給食センター １階事務室
※受付時に、書類不備等の審査は行いません。

「物品・印刷・業務委託等」の『申請の手引』は、本庄市財
政課・総務課（アスピアこだま内)、児玉郡市広域市町村圏組
合総務課、本庄上里学校給食センターで配布しています。ま
た、各施設のホームページからダウンロードもできます（単
独受付分は、12月１日㈭から配布)。
「建設工事、設計・調査・測量」の『申請の手引』は、児玉
郡市広域市町村圏組合総務課、又は広域圏組合ホームページ
からダウンロードできます。

★財政課☎�１１６５、児玉郡市広域市町村圏組合総務課☎�２２４１、本庄上里学校給食センター☎�２６２１

■
本
庄
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

 
11
月
11
日
㈮
～
17
日
㈭
は
、

 

税
を
考
え
る
週
間
で
す
。

 

テ
ー
マ
「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

平
成
28
年
分

　
　
給
与
所
得
年
末
調
整
説
明
会

日
時　
11
月
22
日
㈫　
午
前
10
時
～

　
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

★
本
庄
税
務
署
☎
�
２
１
１
１

平
成
28
年
分
所
得
税
決
算
説
明
会

○
青
色
申
告
決
算
説
明
会

日
時　
12
月
６
日
㈫
、
７
日
㈬
、

　
８
日
㈭

①
営
業
所
得
・
不
動
産
所
得
を
有

　
す
る
人

　
午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

②
農
業
所
得
を
有
す
る
人

　
午
後
２
時
か
ら
２
時
間
程
度

○
白
色
申
告
決
算
説
明
会

日
時　
12
月
９
日
㈮
、
13
日
㈫

※
13
日
は
①
の
み
。

①
営
業
所
得
・
不
動
産
所
得
を
有

　
す
る
人

　
午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

②
農
業
所
得
を
有
す
る
人

　
午
後
２
時
か
ら
２
時
間
程
度

《
青
色
・
白
色
申
告
共
通
》

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館 

第

　
三
会
議
室

★
本
庄
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
１
１
４
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　人事行政の運営における透明性を高めるため、平成27年度の市職員の採用・退職・給与などの状況につい
て、次のとおり公表します。
※特に記述のないものは、平成27年４月１日現在の状況です。　　　　　　　　★行政管理課☎�１１６０
１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴　採用の状況（平成27年度）

事務職 技術職 保育士 合計
採用者数計 12(6) 人 2(0) 人 4(4) 人 18(10) 人

注　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

⑵　再任用職員の状況
　　平成27年度の再任用職員は４人(うち女性０人)でした。

⑶　退職の状況（平成27年度）
事務職 技術職 技能労務職 合計

定年退職 12(3)人 4(1)人 1(1)人 17(5)人
勧奨退職 0 人 0 人 0 人 0 人

自己都合退職 2(0)人 0 人 0 人 2(0)人
その他(死亡、免職等) 2(1)人 0 人 0 人 2(1)人

計 16(4)人 4(1)人 1(1)人 21(6)人
注　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

⑷　部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部門　　　　　　
区分 職　員　数 対前年

増減数平成26年 平成27年

普
通
会
計

一
般
行
政

議 会 ６人 ６人 ０人
総 務 133人 133人 ０人
税 務 62人 52人 −10人
民 生 94人 96人 ２人
衛 生 37人 36人 −１人
労 働 １人 １人 ０人
農林水産 15人 17人 ２人
商 工 ５人 ５人 ０人
土 木 65人 65人 ０人

計 418人 411人 −７人
教 育 58人 57人 −１人
小 計 476人 468人 −８人

公
営
企
業
等
会
計

水 道 16人 16人 ０人
下 水 道 16人 16人 ０人
そ の 他 31人 34人 ３人
小 計 63人 66人 ３人

合 計 539人 534人 −５人

⑸　級別職員数の状況
　①　一般職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
８級 部長・局長・支所長 11人 2.1％
７級 次長・参事 ４人 0.7％
６級 課長・副参事 43人 8.2％
５級 課長補佐・主幹 91人 17.4％
４級 係長・主査 164人 31.3％
３級 主任・専門員 76人 14.5％
２級 主事・技師 108人 20.6％
１級 主事補・技師補 27人 5.2％

　②　技能労務職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
３級 自動車運転手・技能

員・用務員・調理員・
専門員

８人 88.9％
２級 １人 11.1％
１級 ０人 -％
注１ 職員数の合計は533人です(部門別職員数の合計から教育長を除いた 
　　 もの)。
　２ 本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　３ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

２　職員の給与の状況
⑴　人件費の状況（平成27年度　普通会計決算）
住民基本
台帳人口

(平成27年度末)

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
平成26年度
の人件費率

人
78,989

千円
32,746,684

千円
2,357,205

千円
4,002,801

％
12.2

％
12.8

注１　人件費とは、常勤の職員に対する給料、職員手当及び共済費、　
　　　非常勤特別職の職員に対する報酬、社会保険料等をいいます。
　２　普通会計とは、一般会計、特別会計等の各会計で経理する事業
　　　の範囲が、各自治体で異なっているため、統一的な基準で整理
　　　して比較できるようにした統計上の会計区分をいいます。

⑵　職員給与費の状況（平成27年度　普通会計決算）

職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉

手当
計
Ｂ

人
467

千円
1,746,546

千円
253,013

千円
667,818

千円
2,667,377

千円
5,712

注　職員数は、平成27年4月1日現在の教育長を除いた普通会計に属す
　　る一般職の人数です。

⑶　平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.6歳 320,409円 370,453円
注　一般行政職とは、国の指定統計調査である地方公務員給与実態調
　　　査等において職種を区分する際に用いられるもので、企業職、
　　　技能労務職、教育職等を除いた職員をいいます。

⑷　初任給の状況
区　分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 183,300円 163,200円 149,000円

⑸　期末手当・勤勉手当の状況（平成27年度）
区　分 6 月期 12 月期 計

期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分
勤勉手当 0.75月分 0.85月分 1.60月分

⑹　特別職等の報酬等の状況（平成27年度）
区　分 報酬月額等

給
料

市 長
副 市 長
教 育 長

890,000円
756,000円　}　注１　減額あり
697,000円

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

425,000円
374,000円
353,000円

期
末
手
当

市長・副市長・教育長 4.15月分　注２　減額あり
議長・副議長・議員 4.15月分

注１　給料について、下記のとおり減額措置を行いました。
　　 　市長は10％　副市長及び教育長は５％
　２　期末手当について、下記のとおり減額措置を行いました。
　　　市長は20％　副市長及び教育長は10％

本庄市人事行政の運営等の状況を公表します

市職員の人事異動
９月23日付け退職
森　裕一（教育委員会事務局図書館主査）

●
ご
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認

し
ま
し
ょ
う

　　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
及
び
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
に
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入

記
録
や
将
来
の
年
金
見
込
額
等
を

記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
毎
年
誕
生
月
に
送
付
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
や
お
手
元
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
、
24
時
間
い
つ
で
も

最
新
の
年
金
記
録
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
設
計
に
合
わ
せ
た
働

き
方
の
条
件
を
設
定
し
て
、
年
金

見
込
額
を
試
算
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
活
用
し
、
普

段
か
ら
ご
自
分
の
年
金
状
況
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

☎
０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
４
４

●
国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ

～
あ
な
た
の
疑
問
に
答
え
ま
す
～

Ｑ
国
民
年
金
は
ど
の
よ
う
な
人
が

　
加
入
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

　
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未

　
満
の
全
て
の
人
（
外
国
人
も
含

　
む
）に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
、

　
老
齢・障
害・死
亡
に
よ
り
「
基

　
礎
年
金
」
を
受
け
取
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

Ｑ
将
来
、
私
は
年
金
を
受
け
取
れ

　
ま
す
か
？

Ａ
老
齢
基
礎
年
金
は
、
次
の
①
～

　
⑤
の
期
間
の
合
計
が
25
年
（
３

　
０
０
月
）
以
上
あ
る
人
に
、
原

　
則
65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

　
間

②
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納

　
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受

　
け
た
期
間

③
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
の
加
入

　
期
間

④
第
３
号
被
保
険
者
期
間

⑤
合
算
対
象
期
間
（
い
わ
ゆ
る
カ

　
ラ
期
間
で
、
厚
生
年
金
等
の
加

　
入
者
の
配
偶
者
が
昭
和
61
年
３

　
月
以
前
に
任
意
加
入
し
な
か
っ

　
た
期
間
、
平
成
３
年
３
月
以
前

　
に
学
生
で
あ
る
た
め
任
意
加
入

　
し
な
か
っ
た
期
間
、
海
外
に
住

　
ん
で
い
て
任
意
加
入
し
な
か
っ

　
た
期
間
な
ど
）

Ｑ
老
齢
基
礎
年
金
は
い
く
ら
も
ら

　
え
ま
す
か
？

Ａ
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
と
保

　
険
料
の
免
除
等
を
受
け
た
期
間

　
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。仮
に
、

　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

　
の
全
期
間
、
全
額
の
保
険
料
を

　
納
め
た
場
合
は
満
額
が
受
給
で

　
き
、
そ
の
額
は
年
額
７
８
０
、

　
１
０
０
円
（
平
成
28
年
度
）
で

　
す
。

Ｑ
60
歳
に
な
っ
た
と
き
、
受
給
資

　
格
期
間
（
25
年
）
を
満
た
し
て

　
い
な
い
場
合
は
ど
う
し
た
ら
よ

　
い
で
す
か
？

Ａ
「
任
意
加
入
制
度
」
を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。
60
歳
以
降
で
も
国

　
民
年
金
に
任
意
に
加
入
す
る
こ

　
と
が
で
き
、
受
給
資
格
期
間
の

　
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

　
間
に
未
加
入
及
び
未
納
期
間
等

　
が
あ
る
場
合
は
、
受
け
取
る
年

　
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と

　
も
可
能
で
す
。

Ｑ
障
害
基
礎
年
金
は
ど
の
よ
う
な

　
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
国
民
年
金
加
入
中
又
は
20
歳
前

　
に
初
診
日
（
初
め
て
医
師
等
の

　
診
療
を
受
け
た
日
）
の
あ
る
病

　
気
や
け
が
に
よ
り
、
国
民
年
金

　
の
障
害
等
級
表
に
定
め
る
１
級

　
又
は
２
級
（
※
）
に
該
当
す
る

　
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
支
給
さ

　
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
20
歳
前
に

　
初
診
日
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、

　
一
定
の
保
険
料
納
付
要
件
が
あ

　
り
ま
す
。

※
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
認
定

基
準
が
異
な
り
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る

の
は
、
そ
の
年
の
１
月
か
ら
12
月

ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額

で
、
過
去
の
年
度
分
や
追
納
分
も

含
ま
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は
領

収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
来

年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）

　
な
お
、
家
族
分
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

☎
０
３
―
６
６
３
０
―
２
５
２
５

★
市
民
課
国
民
年
金
係

　
☎
�
１
１
１
４

　
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
３

　
熊
谷
年
金
事
務
所

　
☎
０
４
８
―
５
２
２
―
５
０
１
２

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す
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Hot Spaceほっとひと息、
　　　　　　　　　　ホットな話題

で ん ご ん 広 場

夏に植えた苗
晴天のもと、収穫へ

戦後 71 年ぶり
羅漢様御開帳

体育の日恒例イベントで
さまざまなスポーツを体験

文化団体連合会第 10回文化
祭・生涯学習推進大会

最後の運動会
感謝の思いで精一杯の演技

満開のコスモスが
一面に咲き誇る

戦没者を追悼し
平和を祈念

青く茂った芝生に
最初の一歩

みなぎるパワーで
勝利を目指す

食べて・触れて・感じて
地域の食と農を楽しく学ぶ

秋平小学校　稲刈り体験 安養院羅漢様御開帳

スポレクフェスタ２０１６芸術の秋を満喫

金屋保育所運動会 久々宇コスモス祭り

本庄市戦没者追悼式

芝生に足を踏み入れるセレモニー 市内小学校で運動会

食と農のフェスティバル in本庄早稲田2016

本庄市和気道合気道教室
日時　毎週日曜日
　　　午後７時30分～９時
会場　本庄市武道館
対象　年長～大人
費用　300円／回（施設使用料）

合気道体験会
日時　11月13日㈰・20日㈰・27日㈰
　　　午後７時30分～９時
会場　本庄市武道館
費用　無料　　申込　不要
問  塚越☎090-3501-1159

第 34 回本庄市児玉郡
合唱祭（コーラス発表）

日時　11月20日㈰
　　　正午～午後４時20分
会場　市民文化会館
費用　無料　　申込　不要
問  中山☎�０４０３

児玉太極拳クラブ
日時　毎週火曜日
　　　午後７時30分～９時
会場　セルディ
対象　市内在住・在勤・在学者
会費　月3,000円
問  笠原☎�５２３３

桜華カラオケ
日時　第１・２火曜日
         午後１時30分～３時30分
会場　本庄西公民館
費用　月2,000円
問  船戸☎050-3565-7184

旭太極拳・さくらんぼ
日時　毎月第２・３・４木曜日
         午前９時30分～11時30分
会場　旭公民館
対象　どなたでも　費用　月2,500円
問  秋山☎�１５７８

みなさんの情報交換の場 ○行＝行事案内　○募＝会員募集

○行

○行

○募 ○募

○募

○募

　広報ほんじょう７月号の表紙で
も取り上げた、秋平小学校５年生
が６月に植えたもち米の苗が立派
に育ち、10月12日に収穫作業を行
いました。児童からは「稲刈りを
しているおじいちゃんの大変さが
わかった」との声も。
　収穫したもち米は、６年生を送
る会でもちつきをして、みんなで
食べる予定です。

　本庄市の文化財にも指定され
ている安養院で、羅漢様が10月
15日に御開帳されました。今回
の御開帳は戦後以来初で71年ぶ
り。貴重な機会とあって、市内
外から多くの来場者が集まり、
安養院の本堂・山門・総門の歴
史を感じさせる佇まいを楽しみ
ました。

　10月10日、シルクドームほか市
内の分散会場で、スポレクフェス
タ２０１６を開催しました。
　体育の日に合わせ、「みる・す
る・楽しむ」をキャッチフレー
ズに、スポーツやレクリエーショ
ンを楽しむこのイベント。当日は
7,700人程の参加者が、さまざま
な競技やレクリエーションを通し
てスポーツの秋を満喫しました。

　10月22日・23日、セルディで文
化団体連合会第10回文化祭を開催。
加盟団体の作品の展示や舞台発表
が行われ、日々の活動成果を発表
しました。
　23日に同時開催の生涯学習推進
大会では、薗田勉慶氏率いるジャ
ズユニット「BENKS」によるス
ペシャルライブも行われ、芸術満
載の２日間となりました。

　今年度をもって閉所となる金屋
保育所で、10月１日に最後の運動
会が開催されました。
　児童数は少ないものの、先生・
保護者も入り混じって行われ、競
技は大盛り上がり。
　金屋保育所を卒園した小学生た
ちも競技に参加し、お世話になっ
た保育所で最後の運動会を楽しみ
ました。

　10月15日、久々宇集落北側で
久々宇コスモス祭りが開催されま
した。
　当日は見頃を迎えたコスモスが
一面に咲き誇りました。また、民
謡、日舞などの披露や、農産物の
販売、コスモスの摘み取りなどさ
まざまなイベントが行われ、多く
の来場者を楽しませました。

　先の大戦において亡くなられ
た市内出身1,370余名の冥福を
祈る戦没者追悼式が、10月13日、
本庄市民文化会館で挙行されま
した。
　追悼式では、ご遺族をはじめ
関係者による追悼の辞、献花な
ど、戦没者に哀悼の意を捧げる
とともに、恒久平和への祈念を
行いました。

　本庄東小学校で６月28日に植付
けた芝がしっかり根付き、植付け
を行った６年生たちが芝生に記念
の１歩を踏み入れるセレモニーが
開催されました。
　当日は午前中に小雨が降ったも
のの、子どもたちは芝生の上を走
り回って芝の感触を楽しみ、生え
揃った芝生に寝転んで、その成長
を背中に感じていました。

　９月24日から10月２日にかけ
て、市内小学校で運動会が開催
されました。写真は本庄東小学
校運動会の様子です。今年度の
スローガンは「輝け 東っ子！ 
みなぎるパワーで 勝利をつか
め！！」。児童たちは自分の
チームの勝利を信じ、白熱した
競技を展開していました。

　10月15日、早稲田リサーチパー
クで実施された食と農のフェス
ティバル。地産地消と地元野菜
の安全性啓発をコンセプトに、
農産物や飲食物の販売、地元ブ
ランド牛の試食などさまざまな
催しが行われ、会場は大人から
子どもまで、多くの参加者でに
ぎわいました。

５年生たちが力を合わせて取り組んだことで、
田んぼ一面に実った稲穂はあっという間に収穫
された。

71年ぶりに御開帳となった山門の２階には、釈
迦牟尼仏と十六羅漢像が鎮座している。山門は
1702年の建築で、同院最古の建造物。

今年のリオパラリンピックでも話題となった
「ボッチャ」。なかなか体験できないスポーツに、
子どもたちは盛り上がった。

舞台発表では、民謡・民踊・八木節・舞踊・ダ
ンス・和太鼓など、さまざまな演目が披露され
た。写真はフラダンスの様子。

先生の合図と同時に芝生に足を踏み入れる６年
生たち。自分たちで植えた芝の成長を嬉しそう
に見つめていた。

１年生から６年生まで参加し、色別対抗で実施
された得点種目の「つなひき」。必死の綱の引
き合いをみせてくれた。

ハロウィン仮装パレードも行われ、思い思いの
仮装をした子どもたちも、地元農産物や食品を
楽しんだ。

昨年の運動会は雨天により金屋小学校体育館で
行われたが、最後の運動会は無事金屋保育所で
実施することができた。

コスモスは子どもの背丈ほどの高さまで成長し、
色とりどりの花を咲かせた。写真はコスモスの
摘み取りの様子。

写真は市長による追悼の辞の様子。当日は約
180人が訪れ、参加者全員による献花が行われた。
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〈
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〉

〈
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告
〉

〈
広
告
〉

毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ赤

十
字
講
習
会
（
救
急
法
基

礎
講
習
）
の
参
加
者
募
集

　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い

方
、
気
道
異
物
の
除
去
な
ど
、

救
急
車
が
来
る
ま
で
に
で
き
る

こ
と
を
学
び
、
万
が
一
の
場
合

に
勇
気
を
持
っ
て
対
処
で
き
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

日 

時　
１
月
22
日
㈰　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

会 

場　
児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ

ア
こ
だ
ま
内
）

講
師　
赤
十
字
救
急
法
指
導
員

対
象　
満
15
歳
以
上
の
人

定
員　
20
人
（
多
数
抽
選
）

費
用　
１
、
５
０
０
円

（
教
材
費
等
）

申 

込　
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
・
性
別
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
話

で
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
�
２
７
５
５

　
　
　
　
　
　
蕭
�
５
５
１
６

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
開
設
事
業
者
を
募
集

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
中
に

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
の
で
、
希
望
事
業
者
は
介
護

保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
事
業

○  

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

２
事
業
所

○ 

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護　
　
１
事
業
所

募
集
受
付
期
間　
　
　
　
　
　

11
月
15
日
㈫
～
12
月
15
日
㈭

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
介
護
保
険
課
☎
�
１
７
１
９

不
動
産
取
得
税
の　
　
　
　

　
　
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を

　
不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産

（
土
地
及
び
家
屋
）
を
取
得
し

た
と
き
に
一
度
だ
け
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。
平
成
27
年

に
家
屋
の
新
築
等
を
さ
れ
た
人

に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
が
11

月
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
対
象
者

に
は
今
月
初
め
に
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
税
の
軽
減
の
結
果
、
納
税
通

知
書
が
送
付
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

★ 

本
庄
県
税
事
務
所
（
個
人
事

業
税
担
当
）
☎
�
６
１
０
１

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を

　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
で

は
、
平
成
28
年
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

防 

火
標
語
（
平
成
28
年
度
全
国

統
一
防
火
標
語
）

『
消
し
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　

　
そ
の
火
そ
の
時
そ
の
場
所
で
』

実
施
期
間　

　
　
　
11
月
９
日
㈬
～
15
日
㈫

重
点
目
標

１
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

２
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

３ 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け

る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

４ 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向

け
た
取
組
の
推
進

５ 

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し

に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等

の
徹
底

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る 

　
　
　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

○ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

４
つ
の
対
策

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　
す
る

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る

○ 

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
設
置
し
ま
し
た
か
？

　
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
が
必
要
と
な
る
の
は
寝
室

で
す
。
ま
た
、
寝
室
が
２
階
な

ど
に
あ
る
場
合
は
階
段
に
も
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
家
電
取
扱
店
、
防

災
設
備
の
取
扱
店
等
で
購
入
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
消
防
本
部

又
は
お
近
く
の
消
防
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
�
８
３
９
２

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館

　
11
月
14
日
㈪
は
、
館
内
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
セ
ル
デ
ィ
を

休
館
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
セ
ル
デ
ィ
館
内
全

て
の
施
設
（
児
玉
中
央
公
民

館
・
児
玉
文
化
会
館
・
図
書
館

児
玉
分
館
・
図
書
館
返
却
ポ
ス

ト
）
と
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

★ 

セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

火
災
と
お
間
違
い
な
く
！　

「
消
防
特
別
点
検
」
の
た
め

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

　
恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
生
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
市
と
市

消
防
団
本
庄
方
面
隊
で
は
、
11

月
27
日
㈰
午
前
８
時
か
ら
若
泉

運
動
公
園
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

消
防
特
別
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
た
め
本
庄
地
域
で
は
、
当

日
午
前
７
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

を
行
い
ま
す
の
で
、
火
災
と
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
点
検
は
火
災

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
消
防
団
員

の
士
気
高
揚
と
消
防
設
備
の
万

全
を
期
す
た
め
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

平
成
28
年
度
本
庄
市
青
少
年

健
全
育
成
の
つ
ど
い

　
本
庄
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
で
は
、
青
少
年
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
今
年
度
も
「
本

庄
市
青
少
年
健
全
育
成
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
11
月
26
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

入
場
料　
無
料

内
容

・ 

本
庄
東
高
等
学
校
書
道
部
に

よ
る
発
表

・ 

市
内
中
学
生
に
よ
る
主
張
発

表
◎
表
彰
式

・
主
張
発
表
者

・ 

青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞

者
・
青
少
年
育
成
者
等
功
労
者

★
生
涯
学
習
課
☎
�
３
２
４
８

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

▼ 本庄東高校書道部の
　迫力あるパフォーマンス

 あなたの命と財産
を守る
住宅用火災報知機

麓
ろくげん

原会をご存知ですか？
　10月24日でゆるキャラRグランプリのインターネット
投票期間が終了しました。この広報が皆さまのお手元に
届くころには、はにぽんのゆるキャラRグランプリの結
果も出ているかと思います。本庄商工会議所を中心とし
た実行委員会の皆さまをはじめ、応援いただいた市民、
企業、団体の皆さまに心から敬意と感謝を申し上げます。
　さて、芸術の秋。毎年11月3日の文化の日を中心に、
市立西小学校体育館において「麓原展」という大きな
絵画展が開催されています。
　麓原展は開催団体である「麓原会」の、年に一度の公
募展です。市内また周辺地域一円から、多い時には150も
の出品があります。毎年素晴らしい絵画を拝見できるの
で、楽しみにされている市民の皆さまも多いと思います。
展示は「麓原会員｣、｢会友」そして「一般」に分けられ
ています。優秀な作品を描き、賞を獲得し、厳しい審査
を経て初めて会員の資格が得られるとのことです。
　麓原会は水彩画家で本庄高等学校の美術教師であった古
川弘（1907～1977 以下敬称略）と、堀英治、山田鶴佐久、

金井邦松をはじめとする当時の本庄町、児玉町の画家
や、絵画を志す青年たちにより戦後まもなく発足した絵
画団体です。敗戦による社会混乱の中で意気消沈してい
た若者たちが、絵画を通して元気を取り戻そう、地域に
文化の灯をともそうという志で始めたのがその発端です。
　古川弘はそれまで「油絵には見劣りする」といわれ
ていた日本の水彩画のレベルを、小堀進など他の水彩画
家と共に、油絵に全く引けを取らない水準にまで高めた、
いわば「水彩画革命」を起こした人物です。そして麓原
会に集う、古川弘に影響を受けた多くの画家たちは、そ
の後水彩画で「日展」へ数多くの出展を重ねるなど、大
きな業績を挙げて行きました。まさに麓原会は我が国の
水彩画革命のすそ野を広げた団体であったと言えます。
　このような市民自ら運営している絵画団体および絵
画展が、実に70年もの間継続しているところは全国的
にも珍しく、またその影響は地元の高校の美術部の活
躍など、現在も大きく広がりを見せているところです。
　芸術の秋、郷土の絵画文化の水準の高さを私たち
はもっと誇って良いと思うのです。
                                       本庄市長
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－ －

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の　

　
　
　
　
　
　
医
療
講
習
会

日
時　
11
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　
熊
谷
市
立
商
工
会
館

対 

象　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
人
及

び
そ
の
家
族　
医
療
・
介
護

関
係
者

参
加
費　
無
料

講
演
内
容

○
第
一
部

テ 

ー
マ　
が
ん
の
予
防
と
そ
の

他
、
健
康
に
良
い
話

講 

師　
十
束　
英
志　
先
生

　

 （
柏
厚
生
総
合
病
院
外
科
部

長
）

○
第
二
部

テ 

ー
マ　
ス
ト
ー
マ
の
種
類
と

装
具
の
い
ろ
い
ろ

講 

師　
小
林　
晶
子　
氏

　

 （
北
里
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
看
護
部
係
長
、皮
膚・

排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

※
そ
の
他
、
ス
ト
ー
マ
装
具
関

係
会
社
に
よ
る
製
品
の
展
示
を

行
い
ま
す
。
係
員
か
ら
相
談
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
新
製
品
情
報
な

ど
も
得
ら
れ
ま
す
。

★ 

（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
埼
玉
県
支
部
☎
０
４
８
―

　

８
３
５
―
５
２
２
６（
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
兼
用
）

地
域
お
も
い
や
り
懇
談
会

　
本
庄
市
地
域
福
祉
計
画
・
活

動
計
画
の
策
定
か
ら
２
年
、
本

市
の
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環

境
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
本
庄

市
の
現
状
を
題
材
に
「
地
域
の

こ
れ
か
ら
」
を
、
み
ん
な
で
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
付
き
）

日 

時　
11
月
26
日
㈯　
午
後
１

時
30
分
～
４
時
50
分

会
場　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

内
容

・
報
告
「
本
庄
市
の
福
祉
デ
ー

　
タ
を
見
え
る
化
し
ま
す
！
他
」

・
講
義
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
で

　
求
め
ら
れ
る
も
の
」

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

講 

師　
金
井　
敏　
氏
（
日
本

地
域
福
祉
研
究
所
理
事
）

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申 

込　
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
�
２
７
５
５

　
蕭
�
５
5
１
６

主
導
権
を
握
る
最
強
の　
　

　
　
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
研
修

　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化

し
、
次
世
代
に
資
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
実
務
担
当
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

日 

時　
12
月
７
日
㈬　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
45
分

会 

場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

内 

容　
商
談
の
進
め
方
、
守
る

べ
き
ル
ー
ル
、
活
か
せ
る

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
、
売
り
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
営
業
力
の

根
幹
と
な
る
も
の
を
事
例
紹

介
や
演
習
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
を
交
え
て
習
得

定
員　
50
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　
７
、０
０
０
円
（
昼

食
弁
当
付
）

申 

込　

11
月
28
日
㈪
ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
）を
記
入
の
う
え
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
話（
土・

日
・
祝
日
を
除
く
）
で
左
記

へ
★ (

公
財)

本
庄
早
稲
田
国
際

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

☎
�
７
４
５
５

蕭
�
７
４
６
５

年
末
一
日
公
庫
（
融
資
相
談

会
）
の
ご
案
内

　
公
庫
は
借
入
申
込
に
あ
た
っ

て
、
利
率
が
固
定
金
利
型
に
な

り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ご
相
談
の
結
果
、
お
客
様
の

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。

日 

時　
11
月
18
日
㈮　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４

時
※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　
本
庄
商
工
会
議
所
会
館

用 

意　
確
定
申
告
書
及
び
決
算

書
２
期
分
、
社
判
、
印
鑑
な

ど
（
予
約
時
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
）

内 

容　
融
資
制
度
の
案
内
、
融

資
の
申
込
及
び
相
談
（
資
金

繰
り
の
ご
相
談
か
ら
ご
融
資

の
仮
見
通
し
判
断
な
ど
）

費
用　
無
料

★ 

本
庄
商
工
会
議
所
☎
�
５
２

　
４
１
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公

　
庫
熊
谷
支
店
（
国
民
事
業
）

　
担
当
・
秋
山
☎

　
０
４
８
―
５
２

　
１
―
２
７
３
１

市
役
所
本
庁
舎
・
ア
ス
ピ
ア

こ
だ
ま
の
自
動
販
売
機
設
置

事
業
者
を
募
集

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

の
市
役
所
本
庁
舎
・
ア
ス
ピ
ア

こ
だ
ま
の
自
動
販
売
機
設
置
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
募
集
要
項
及
び
仕
様
書
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
、
仕
様
書
及
び
申

請
書
は
、
財
政
課
（
市
役
所
３

階
）・
総
務
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ

だ
ま
内
）
で
配
布
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

設
置
場
所
及
び
台
数

○ 

市
役
所
本
庁
舎　
１
階
１
台
、

５
階
１
台
、
６
階
１
台

○
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま　

１
階
２
台

※
全
て
清
涼
飲
料
水
等
飲
料

（
ア
ル
コ
ー
ル
類
不
可
）。

貸 

付
期
間　
平
成
29
年
４
月
１

日
～
平
成
32
年
３
月
31
日

（
３
年
間
・
更
新
な
し
）

契
約
方
法

　
物
件
ご
と
の
一
般
競
争
入
札

入 

札
参
加
申
込　
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必

要
書
類
を
添
え
て
、
12
月
２

日
㈮
ま
で
に
郵
送
又
は
直
接

財
政
課
へ

郵
送
先

　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
財
政
課

入
札
及
び
開
札
日

　
　
　
平
成
29
年
１
月
16
日
㈪

★
財
政
課
☎
�
１
１
６
５

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保

険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
民

税
・
県
民
税
申
告
の
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
、
納
付
額
が
申

告
で
き
ま
す
。
納
付
さ
れ
た
人

に
は
、
参
考
資
料
と
し
て
納
付

額
通
知
書
を
、
平
成
29
年
１
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

 

な
お
、
年
末
調
整
の
際
に
納

付
額
が
分
か
ら
な
い
人
に
は
、

各
担
当
課
窓
口
で
も
納
付
額
通

知
書
を
交
付
し
ま
す
。

交 

付
に
必
要
な
も
の　
運
転
免

許
証
や
保
険
証
な
ど
本
人
が

確
認
で
き
る
も
の
（
窓
口
に

来
た
人
と
納
付
さ
れ
た
人
が

同
一
世
帯
で
な
い
場
合
は
委

任
状
も
必
要
）

※
年
金
か
ら
差
し
引
き
（
特
別

徴
収
）
さ
れ
て
い
る
納
付
額
は

市
か
ら
通
知
書
の
郵
送
及
び
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
日
本

年
金
機
構
等
か
ら
郵
送
さ
れ
る

「
源
泉
徴
収
票
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

★ 

国
民
健
康
保
険
税
：
収
納
課

☎
�
１
１
８
１

★ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
：

保
険
課
☎
�
１
２
４
５

★ 

介
護
保
険
料
：
介
護
保
険
課

☎
�
１
７
１
９

公
民
館
長
（
非
常
勤
）
を
募
集

　
市
内
の
公
民
館
を
管
理
運
営

す
る
と
と
も
に
、
公
民
館
を
拠

点
と
し
た
社
会
教
育
及
び
生
涯

学
習
の
事
業
を
企
画
・
実
施
す

る
公
民
館
長
（
非
常
勤
）
を
募

集
し
ま
す
。

応 

募
資
格　
65
歳
（
平
成
29
年

４
月
１
日
現
在
）
以
下
の
市

内
在
住
者
で
社
会
教
育
及
び

生
涯
学
習
に
積
極
的
に
活
動

で
き
、
所
定
の
日
時
に
勤
務

で
き
る
人

募
集
人
数　
２
人

任 
期　
平
成
29
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日

応 

募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
応
募

作
文
を
添
え
て
直
接
左
記
へ

※
募
集
要
領
等
は
、
本
庄
公
民

館
、
セ
ル
デ
ィ
、
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
４
階
）
で
配
付
。

応 

募
先　
本
庄
公
民
館
、
セ
ル

デ
ィ
、
生
涯
学
習
課

申 

込
期
間　

　
　
　
12
月
７
日
㈬
～
19
日
㈪

※
採
否
は
、
文
書
で
通
知
し
ま

す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
�
７
３
８
３

下
水
道
事
故
防
止
の
お
願
い

　
管か

ん
き
ょ渠
を
傷
め
る
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
、
閉
塞
さ
せ
る
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

【
例
】

・
野
菜
ク
ズ
や
動
植
物
油
脂
類

・ 

薬
品
類
、
鉱
油
類
そ
の
他
可

燃
物

・ 

不
織
布
シ
ー
ト
や
布
類
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど

※
動
植
物
油
脂
類
は
、
家
庭
で

の
食
器
洗
い
程
度
で
は
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
る
べ
く
新

聞
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
可
燃

ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
飲
食
店
の
み
な
さ
ん
へ

　
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
（
阻
集

器
）
の
管
理
を
怠
る
と
、
店
舗

近
く
の
下
水
道
本
管
に
油
脂
の

塊
が
詰
ま
り
、
閉
塞
事
故
を
起

こ
す
原
因
と
な
り
、
近
隣
の
排

水
接
続
者
に
詰
ま
り
や
に
お
い

な
ど
の
被
害
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
冬
場
は
特
に
油
脂
類
が
地
下

で
固
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

適
切
な
管
理
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

★
下
水
道
課
☎
�
１
１
４
６

老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎�３６９６
７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・12月５日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日　☎�８１２６
７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・12月５日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
18日㈮～21日㈰、12月１日㈭～４日㈰

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：11月30日㈬〕
・下水道負担金３期　・国民健康保険税　　　　５期
・介護保険料　５期　・後期高齢者医療保険料　５期

－市税休日・夜間収納窓口のお知らせ－
日時　11月７日㈪、12月５日㈪　午後５時15分～７時
場所　市役所１階収納課☎�１１２０
　　　アスピアこだま市民福祉課税務係☎�１３３３
日時　11月27日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　市役所１階収納課

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５
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お
い
し
い
食
事
と
介
助
方
法

を
学
ぶ　
介
護
者
教
室

日
時　
12
月
６
日
㈫　

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時

　
30
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

対 

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
で
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
人
や
在
宅
介
護
に
関
心

の
あ
る
人

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申 

込　
11
月
14
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
シ
ャ
ロ
ー
ム
☎
�
９
５

　
８
０
、
本
庄
市
西
地
域
包
括

　
支
援
セ
ン
タ
ー
本
庄
市
社
会

　
福
祉
協
議
会

　
☎
�
７
０
８

　
８

本
庄
特
別
支
援
学
校
「
ハ
ー

ト
ま
つ
り
」（
学
習
発
表
会
）

　
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
の
発

表
、
作
品
の
展
示
、
作
業
製
品

の
販
売
を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
遊

び
の
コ
ー
ナ
ー
や
本
校
児
童
生

徒
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
あ

り
ま
す
。

日
時　
11
月
26
日
㈯　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
本
庄
特
別
支
援
学
校

内 

容
・ 

ス
テ
ー
ジ
発
表
（
午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時
50
分
）

・ 

作
品
展
示
（
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
）

・ 

作
業
製
品
の
販
売
（
午
前
10

時
～
午
後
２
時
）

・ 

中
学
部
高
等
部
の
作
業
作
品

の
販
売
（
木
工
製
品
・
陶
芸

品
・
手
芸
作
品
等
）

・ 

遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
（
午
前
10

時
30
分
～
午
後
２
時
）
な
ど

★ 

本
庄
特
別
支
援
学
校
・
教
頭

又
は
黒
澤
☎
�
３
７
４
７

人
権
週
間
記
念
イ
ベ
ン
ト

『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ク
ウ
ェ
ア
』

　
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県

民
運
動
強
調
週
間
（
12
月
４
日

㈰
～
10
日
㈯
）
の
記
念
行
事
を

開
催
し
ま
す
。

日 

時　
12
月
３
日
㈯　

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

会
場　
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

内
容

○ 

サ
ヘ
ル･

ロ
ー
ズ
（
女
優
・

キ
ャ
ス
タ
ー
）
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー（
午
後
１
時
～
）

○ 

人
権
パ
ネ
ル
の
展
示
、
人
権

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、
子
ど
も
向

け
工
作
コ
ー
ナ
ー
や
コ
バ
ト

ン
・
さ
い
た
ま
っ
ち
と
の
ふ

れ
あ
い

＊
入
場
無
料
、
事
前
の
申
し
込

　
み
は
不
要
で
す
。

★ 

埼
玉
県
人
権
推
進
課
☎
０
４

　
８
―
８
３
０
―
２
２
５
８

大
人
の
ラ
ジ
オ
体
操

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

　
誰
も
が
音
楽
を
聞
く
と
か
ら

だ
が
自
然
と
動
く
ラ
ジ
オ
体
操
。

ラ
ジ
オ
体
操
で
心
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

普
段
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る

人
も
、
久
し
く
し
て
い
な
い
人

も
大
歓
迎
で
す
。
こ
の
教
室
で

汗
を
か
く
ラ
ジ
オ
体
操
を
体
験

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
講
師
が
丁

寧
に
徹
底
解
説
し
ま
す
。

日 

時　
11
月
30
日
㈬　
午
前
10

時
～
11
時
30
分　
受
付　
午

前
９
時
30
分
～

会
場　
エ
コ
ー
ピ
ア

講 

師　
小
熊　
恵
子　
先
生

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
ラ
ジ
オ

　
体
操
連
盟
指
導
士
）

対 

象　
74
歳
ま
で
の
市
内
在
住

者
定
員　
40
人
（
先
着
順
）　

費
用　
無
料

用 

意　
室
内
用
運
動
靴
、
汗
拭

き
用
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル

（
ス
ト
レ
ッ
チ
に
使
用
）、
飲

み
物

申 

込　
11
月
９
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
０
０
３

本
庄
早
稲
田
の
杜　
　
　
　

「
冬
休
み
親
子
ス
ー
パ
ー　

　
　
　

 

サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」

　
科
学
の
楽
し
さ
を
親
子
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
程　
12
月
27
日
㈫

会 

場　
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等

学
院

費
用　
無
料

申 

込　
11
月
11
日
㈮
か
ら
12
月

４
日
㈰
ま
で
に
、
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

応
募
フ
ォ
ー
ム
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
左
記
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

詳
し
く
は
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　
☎
�
７
４
５
５

蕭
�
７
４
６
５

本
庄
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

会
長
杯
争
奪
市
民
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会

　
職
場
の
仲
間
や
友
人
で
チ
ー

ム
を
作
っ
て
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
27
日
㈰

　
受
付　
午
前
９
時

　
開
始　
午
前
９
時
30
分

会
場　
市
民
体
育
館

参 

加
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤

者
で
構
成
す
る
女
子
チ
ー
ム

又
は
混
合
チ
ー
ム

競
技
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ａ
ル
ー
ル

費
用　
無
料

申 

込　
11
月
16
日
㈬
午
後
７
時

30
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行

う
組
み
合
わ
せ
会
議
に
参
加

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
協
会
・
新
井

　
　
　
　
　
　
☎
�
４
８
８
０

本
庄
創
業
塾
の
ご
案
内

　
本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
創

業
を
目
指
す
人
、
創
業
後
間
も

な
い
事
業
者
を
対
象
と
し
た
創

業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
12
月
１
日
㈭・８
日
㈭・

14
日
㈬　
全
３
回　
午
後
６

時
～
９
時

会
場　
本
庄
商
工
会
議
所
会
館

内 

容　
創
業
の
心
構
え
、
事
業

計
画
の
重
要
性
、
人
材
有
効

活
用
の
ポ
イ
ン
ト　
他

費
用　
無
料

※
申
し
込
み
は
左
記
へ

★
本
庄
商
工
会
議
所
・
蓮
沼

☎
�
５
２
４
１

第
40
回
戦
争
と
平
和
を
考
え

る
市
民
の
つ
ど
い

日
時　
11
月
13
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

会 

場　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

内
容

・ 

大
澤
綾
子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア

ノ
弾
き
語
り

・ 

２
０
１
６
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
in
広
島
参
加
者
報
告

・ 

石
川
文
洋
氏
（
報
道
写
真

家
・
元
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
）

に
よ
る
講
演

※
入
場
無
料
・
手
話
通
訳
あ
り
。

※
講
演
会
終
了
後
著
書
サ
イ
ン

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

★ 

第
40
回
戦
争
と
平
和
を
考
え

る
市
民
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
（
本
庄
民
主
商
工
会
内
）

☎
�
６
２
６
５

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー　

自
分
を
大
切
に
す
る
護
身
術

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
自
分

を
守
る
た
め
に
何
か
意
識
し
て

い
ま
す
か
。
女
性
が
自
分
自
身

を
守
る
方
法
は
、
力
と
技
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
・
安

全
の
た
め
の
知
識
を
得
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
危
険
を
察
知
し
、

回
避
す
る
た
め
に
誰
に
で
も
簡

単
に
で
き
る
護
身
術
を
体
験
し
、

よ
り
自
分
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

日 

時　
12
月
10
日
㈯　

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
15
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

講
師　
福
多　
唯　
先
生

（W
en-D

o Japan

）

対 

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
女
性

費
用　
無
料

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
未
就
学
児
３
人
ま
で
託
児
が

あ
り
ま
す
。

申 

込　
11
月
７
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★ 
市
民
活
動
推
進
課
（
は
に
ぽ

ん
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
�
０
８
２
８

大
切
な
人
に
寄
り
添
う　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

「
話
し
上
手
／
聴
き
上
手
」

　
身
近
な
人
と
の
会
話
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
か
。
一
方
的
に

伝
え
る
だ
け
、
た
だ
聞
い
て
い

る
だ
け
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
な
り
ま
せ
ん
。
伝
え

方
の
コ
ツ
と
聴
き
方
の
コ
ツ
を

知
り
、
自
分
も
相
手
も
尊
重
し
、

言
葉
で
伝
え
る
大
切
さ
を
、
改

め
て
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

講
師　
大
小
原　
利
信　
氏

　

 （
㈱
ラ
ポ
ー
ル
企
画
シ
ス
テ

ム
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

費
用　
無
料

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
未
就
学
児
３
人
ま
で
託
児
が

あ
り
ま
す
。

申 

込　
11
月
７
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
左
記
へ

★ 

市
民
活
動
推
進
課
（
は
に
ぽ

　
ん
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
�
０
８
２
８

街こい写真（こいphoto）募集中

　

　
　
　あなたの感じたままの写真をもっともっと
多くの人に共有（シェア）しませんか。投稿
写真をホームページ、SNS 等に掲載します。
本庄の街に「恋」する人、「来い」と言える
人をどんどん増やしましょう。

募 集写真　
　「わぁきれい！」「わぁかわいい！」など、
　もっと多くの人とシェアしたいと思った市
　内で撮影された写真（データ）　
例：本庄市の風景、花、イベント、スポット
など　データでいただければ、カメラ、スマー
トフォンなど撮影機器は問いません。
投 稿方法　
　氏名（匿名・ニックネーム可）、写真タイ
　トル、撮影日、撮影場所、簡単な説明文（例：
　天気が良いので散歩に行ったところ、小山
　川沿いの桜が見ごろを迎えていました。な
　ど）を記入のうえ、電子メールで下記へ
投 稿 先　
　本庄市役所秘書広報課「こい photo」係
　info@city.honjo.lg.jp 
　件名に「こい photo」と明記。
注意　1メール５MBまでしか受信できません。  
　容量を超える場合は、画像サイズを下げる
　か、メールを分けて送信してください。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

★秘書広報課☎�１１５５

来
～
い

恋

  インディアカとは？
　羽根の付いた特殊なボール
をネット越しに手で打ち合う、
バレーボールのようなスポー
ツです。羽根が付いているこ
とでボールのスピー
ドが緩和されるため、
初心者から熟練者ま
でさまざまなレベル
の人が楽しむことが
できます。

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
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◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も

の
は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で

す
。
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午

前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）

☎
�
８
８
５
１

◆
児
玉
茶
道
会
主
催
「
秋
の
お

茶
会
」

日
時　
11
月
13
日
㈰　

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
２
席

　
分
の
茶
・
菓
子
代
）

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
エ
ク
セ
ル
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
関
数
の
基
礎
）

日
時　
11
月
25
日
か
ら
12
月
16

　
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日　
全

　
４
回　
午
前
９
時
30
分
～
11

　
時
30
分

講
師　
野
口　
朝
代　
先
生

対
象　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

　
が
で
き
る
人

内
容　
エ
ク
セ
ル
の
操
作
の
お

　
さ
ら
い
と
、
関
数
の
基
礎
を

　
学
ぶ　

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
）

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
11
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
く
ら
し
に
役
立
つ
！
年
金
と

保
険
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

日
時　
11
月
29
日
㈫　

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分　

講
師　
髙
梨　
文
夫　
先
生
（
金

　
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

内
容　
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
年

　
金
や
保
険
に
つ
い
て
、
基
礎

　
知
識
を
学
ぶ

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
15
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
内
）　
　
　
☎
�
４
７
８
９

◆
免
疫
力
ア
ッ
プ
料
理
教
室

日
時　
11
月
22
日
㈫　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

講
師　
森
谷　
典
子　
先
生

内
容　
旬
の
野
菜
を
使
っ
て
免

　
疫
力
ア
ッ
プ
に
効
果
の
あ
る

　
料
理
を
作
る

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
円

用
意　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
11
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
埼
玉
県
産
米
粉
を
使
っ
た
ク

リ
ス
マ
ス
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室日
時　
12
月
３
日
㈯　

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

講
師　
公
益
社
団
法
人
埼
玉
県

　
栄
養
士
会

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
の
照
り
焼

　
き
チ
キ
ン
、
米
粉
の
ニ
ョ
ッ

　
キ
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
を
作

　
る

定
員　
親
子
10
組
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
フ
キ
ン
１
枚
、
上
履
き

※
大
人
用
ス
リ
ッ
パ
は
あ
り
ま

す
。

申
込　
11
月
15
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

共
和
公
民
館　
☎
�
０
３
３
７

◆
蕎
麦
処
い
ず
み
亭
で
そ
ば
打

ち
体
験
教
室

日
時　
11
月
25
日
㈮　

　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
ふ
れ
あ
い
の
里
い
ず
み

　
亭

講
師　
い
ず
み
亭
職
員

内
容　
新
し
く
収
穫
し
た
新
そ

　
ば
粉
で
そ
ば
を
打
つ

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
天
ぷ

　
ら
付
き
）

申
込　
11
月
９
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
千
両
の
新
春
縁
起
ミ
ニ
盆
栽

教
室

日
時　
12
月
３
日
㈯　

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　
岩
崎　
栄
司　
先
生

内
容　
お
正
月
を
彩
る
千
両
を

　
中
心
と
し
て
福
寿
草
な
ど
の

　
縁
起
植
材
を
使
用
し
た
ミ
ニ

　
盆
栽
作
り

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
０
０
０
円

用
意　
軍
手
又
は
ゴ
ム
手
袋
、

　
新
聞
紙
（
１
日
分
程
度
）

申
込　
11
月
12
日
㈯
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
ク
ラ
ブ
活
動
展
示
発
表
会

日
時　
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
20
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

内
容　
公
民
館
で
活
動
し
て
い

　
る
会
員
の
作
品
を
展
示
（
編

　
み
物
、
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
、
写

　
真
、
書
道
、
絵
手
紙
、
菊
花

　
鉢
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

　
ン
ト
）

※
も
れ
な
く
当
た
る
景
品
・
お

茶
・
お
菓
子
も
あ
り
ま
す
。

※
本
庄
東
高
校
、
本
庄
東
小
学

校
、
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に

駐
車
で
き
ま
す
。

◆
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　
11
月
27
日
㈰
・
12
月
11

　
日
㈰　
全
２
回　
午
前
９
時
～

　
午
後
０
時
30
分

講
師　
吉
田　
浩　
先
生

内
容　
年
越
し
に
備
え
て
そ
ば

　
の
打
ち
方
・
そ
ば
汁
作
り
と

　
扱
い
を
学
ぶ

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
０
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰

　
り
容
器

申
込　
11
月
７
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
火
・
水
・
金
の
み
連
絡
可
）

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
自じ

き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
体
験
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
11
月
14
日
か
ら
28
日
ま

　
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
３
回

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
堀
口　
緑　
先
生

内
容　
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
つ

　
ま
先
、
内
臓
ま
で
刺
激
さ
れ

　
て
、
80
歳
以
上
の
人
も
で
き

　
る
日
本
古
来
の
健
康
体
操
を

　
体
験
す
る

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
バ
ス
タ
オ
ル
、
汗
拭
き

　
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
五
本

　
指
靴
下
（
持
っ
て
い
る
人
）

申
込　
11
月
７
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
火
・
水
・
金
の
み
連
絡
可
）

藤
田
公
民
館　
☎
�
２
３
３
２

◆
歩
い
て
発
見
健
康
づ
く
り

「
ミ
ス
テ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
11
月
15
日
㈫
・
22
日
㈫
・

　
29
日
㈫　
午
前
９
時
30
分
～

　
午
後
４
時
（
少
雨
決
行
）

※
１
回
又
は
複
数
回
の
参
加
可
。

集
合　
藤
田
公
民
館

講
師　
新
井　
光
夫　
先
生

内
容　
史
跡
の
再
発
見
で
脳
も

　
体
も
活
性
化
す
る
楽
し
い
ウ
ォ
ー

　

キ
ン
グ

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
。

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
各
回　
１
０
０
円
（
保

　
険
代
込
、
拝
観
料
別
）　
　

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
運
動

　
靴
、
帽
子
、
飲
み
物
、
弁
当
、

　
雨
具

申
込　
11
月
７
日
㈪
か
ら
電
話

　
で
公
民
館
へ
（
月
・
火
・
水
・

　
木
の
み
連
絡
可
）

※
１
回
の
電
話
で
１
人
受
付
。

◆
藤
田
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
発

表
会　

日
時　
12
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

《
作
品
展
示
》

　
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ト
ー
ル

　
ペ
イ
ン
ト
、
日
本
画
、
和
紙

　
ち
ぎ
り
絵
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

　
ン
ジ
メ
ン
ト
、
木
目
込
み
人

　
形
、
安
誠
園
・
ひ
ま
わ
り
・

　
ポ
ノ
ポ
ノ
作
品
、
藤
田
小
俳

　
句
・
研
究
発
表
等

《
実
演
発
表
》　　
　
　

　
本
庄
市
少
年
少
女
合
唱
団
、

　
コ
ー
ラ
ス
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

本
庄
公
民
館　
☎
�
７
３
８
３

◆
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
教
室

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」

日
時　
11
月
21
日
㈪　

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

講
師　
大
類　
敏
美　
先
生

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
２
０
０
円

用
意　
ピ
ン
セ
ッ
ト　

申
込　
11
月
14
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

※
大
き
な
作
品
で
、
当
日
に
は

焼
成
で
き
な
い
た
め
、
引
渡
し

は
後
日
に
な
り
ま
す
。　
　

 

◆
秋
の
お
菓
子
作
り
教
室

日
時　
11
月
24
日
㈭　

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
キ
ッ

　
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

講
師　
渡
辺　
美
奈　
先
生

内
容　
り
ん
ご
を
使
っ
て
２
種

　
類
の
お
菓
子
を
作
る

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
２
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用

　
具　

申
込　
11
月
16
日
㈬
か
ら
電
話

　
で
公
民
館
へ

※
１
回
の
電
話
で
１
人
受
付
。

◆
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

「
お
正
月
飾
り
リ
ー
ス
」

日
時　
12
月
２
日
㈮　
午
後
１

　
時
30
分
～
３
時

講
師　
須
貝　
は
る
み　
先
生

内
容　
お
正
月
の
ド
ア
飾
り
を

　
作
る

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
は
さ
み　

申
込　
11
月
21
日
㈪
か
ら
電
話

　
で
公
民
館
へ

※
１
回
の
電
話
で
１
人
受
付
。

 

◆
第
59
回
県
北
美
術
展

日
時　
12
月
１
日
㈭
～
４
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
４
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

会
場　
騎
西
総
合
体
育
館
（
ふ

　
じ
ア
リ
ー
ナ
）
加
須
市
外
川

　
３
５
５
番
地

募
集
作
品　
絵
画
、
彫
刻
、
工

　
芸
、
書
、
写
真

応
募
資
格　
高
校
生
以
上
の
県

　
北
各
市
町
村
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者

出
品
料

　
１
作
品　
３
、
０
０
０
円

申
込　
生
涯
学
習
課
（
市
役
所

　

４
階
）、
本
庄
公
民
館
、
セ

　
ル
デ
ィ
に
あ
る
開
催
要
項
を

　
ご
覧
の
う
え
申
込
書
に
記
入

　
し
搬
入
日
に
会
場
へ
提
出

仁
手
公
民
館　
☎
�
３
５
３
８

◆
正
月
寄
せ
植
え
教
室

日
時　
12
月
８
日
㈭　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
岩
崎　
栄
司　
先
生

内
容　
松
・
竹
・
梅
な
ど
が
入
っ

　
た
寄
せ
植
え
盆
栽
を
作
る

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
５
０
０
円
（
材
料

　
費
）

用
意　
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
汚
れ

　
て
も
よ
い
服
装
、
持
ち
帰
り

　
用
袋

申
込　
11
月
14
日
㈪
か
ら
電
話

　
で
公
民
館
へ
（
月
・
火
・
木
・

　
金
の
み
連
絡
可
）

北
泉
公
民
館　
☎
�
２
４
８
４

◆
年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　
12
月
８
日
㈭　

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

講
師　
井
上　
典
昭　
先
生

内
容　
二
八
そ
ば
の
打
ち
方
、

　
そ
ば
汁
の
作
り
方
を
学
ぶ

定
員　
12
人

費
用　
７
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用

　
具

申
込　
11
月
９
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
火
・
水
・
木
の
み
連
絡
可
）

公
民
館
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★今月の児童図書
いえのおばけずかん　    斉藤 洋 作
ひまなこなべ　　　    どい かや 絵
サリバン先生とヘレン　
　　　　　　  ラウル・コローン 絵
どんぐりむらのだいくさん
　　　　　　　    なかや みわ さく
三年三組黒板の花太郎さん
　　　　　　　　    草野 あきこ 作

新 着 図 書 案 内 イ ベ ン ト
児 玉 分 館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休 館 日／毎週月曜日、３日㈭（祝日休館日)、
　　　　　23日㈬（祝日休館日)、30日㈬（館内整理日）
ホームページアドレス　http://www.lib.honjo.saitama.jp/
※本館はリニューアルオープン準備のため休館しています。

本庄高校図書館地域開放日
（毎週土曜日）

◎午前９時～午後４時45分
　12月３日・17日・24日・１月７日
◎午後１時～４時45分
　12月10日・１月14日
★本庄高校図書館☎�１１９５

たのしいおはなし会

 絵本と
 わらべうたのおはなし会

本物のおとな論

ブーツをはいたキティのおはなし

外山 滋比古 著
海竜社

ビアトリクス・ポター さく
静山社

つつしんで歩く、自分
のスタイルを持つ、
落 ち 着 い た 声 で 話
す・・・｡「知の巨人」
が、これからの日本人
が目指すべき“知的人
間”の生き方を語る。

｢ピーターラビット｣の
作者ビアトリクス・ポ
ターが100年前に遺し
た名作が、人気の画家
クェンティン・ブレイ
クの挿絵でよみがえ
りました。

★今月の一般図書
江戸時代人物画帳　    小林 淳一 編著
美しく暮らすおしゃれのヒント
　　　　　　　　　       松本 洋子 著
赤れんがものがたり　
                               今井 清二郎 著
生きるために大切なこと
　　　　　　　　　    A. アドラー 著
東北の刺し子　　　   日本ヴォーク社

図 書 館 だ よ り

◇児玉分館
日時　11月12日㈯　
　　　午前11時～11時30分
内容　「仕事」をテーマとした絵
　　　本やおはなしなど
協 力　こだまお話しの会・語り

　　の会「ことより」のみな
　　さん

◇児玉分館
日時　11月９日㈬　
　　　12月14日㈬　
　　　午前11時～11時30分
対象　保育園・幼稚園入園前の
　　　お子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど

本館☎�３７４６／児玉分館☎�１７８３

本
庄
西
公
民
館 

☎
�
８
７
８
６

◆
季
節
を
感
じ
る
「
飾
り
巻
き

寿
司
」
教
室

日
時　
12
月
２
日
㈮　

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る   

  

「
飾
り
巻
き
寿
司
」
を
作
る

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
６
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り

　
用
容
器

申
込　
11
月
22
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
木
・
金
の
み
連
絡
可
）

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

日
時　
11
月
30
日
㈬　
午
前
10

　
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

講
師　
山
梨　
き
く
江　
先
生

内
容　
和
を
感
じ
る
ア
ー
テ
ィ

　
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

　
ン
ジ
を
学
ぶ

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
８
０
０
円

用
意　
ハ
サ
ミ
（
ワ
イ
ヤ
ー
用
）、

　
カ
ッ
タ
ー

申
込　
11
月
８
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
木
・
金
の
み
連
絡
可
）

 

◆
「
年
賀
状
」
を
和
紙
ち
ぎ
り

絵
で
！

日
時　
12
月
９
日
㈮　

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　
鹿
田　
澄
江　
先
生
、

　
　
　
高
橋　
博
子　
先
生

内
容 
「
干
支
」
を
題
材
に
年

　
賀
状
を
作
成

定
員　
11
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
水
彩
絵
の
具
、
水
入
れ
、

　
絵
筆

申
込　
11
月
23
日
㈷
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
木
・
金
の
み
連
絡
可
）

◆
ス
マ
ホ
の
学
校
「
初
め
て
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
体
験
教
室

日
時　
12
月
16
日
㈮　
午
前
10

　
時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～

　
３
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
を
選
択
。

講
師　
天
田　
亮
介　
先
生

内
容　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ

　
ブ
レ
ッ
ト
の
基
本
の
基
本
を

　
レ
ク
チ
ャ
ー
（
シ
ニ
ア
大
歓

　
迎
）

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

※
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
お

貸
し
し
ま
す
。

申
込　
11
月
25
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
木
・
金
の
み
連
絡
可
）

旭
公
民
館　
　
☎
�
５
９
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　

◆
正
月
料
理
教
室　
　
　
　

日
時　
12
月
15
日
㈭　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

講
師　
木
村　
正
子　
先
生

内
容　
家
庭
で
で
き
る
正
月
に

　
ふ
さ
わ
し
い
料
理
を
作
る

定
員　
12
人 

（
先
着
順
）  　

費
用　
６
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意  
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用

　
タ
オ
ル
、
三
角
巾
、
持
ち
帰

　
り
容
器

申
込　
11
月
14
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
、

　
火
、
木
、
金
の
み
連
絡
可
）

●日　時　平成29年３月31日㈮
　     　 　開場　午後１時30分
　　　　　開演　午後２時
●出演者　三山ひろし
●費　用　Ｓ席５,８００円
　　　　　Ａ席４,８００円
※全席指定・税込
※未就学児入場不可
●申　込
チケットは11月12日㈯から
本庄市民文化会館及び各プ
レイガイドで発売
★市民文化会館☎�２８４１

　ドリアン助川原作、河瀨直美監督の「あん」を
上映します。
　元ハンセン病患者の老女が尊厳を失わず生きよ
うとする姿を、四季の情景を織り交ぜながら丁寧
に紡ぐ人間ドラマです。ぜひ、大きなスクリーン
でご覧ください。
●日時　12月３日㈯
　１回目　午前10時～、２回目　午後２時～
※２回目は日本語字幕付上映となります。
※それぞれ開始30分前から入場できます。
●場所　セルディ　ホール
●定員　６００人
●入場　無料
★セルディ☎�８８５１

セルディシアター 三山ひろしコンサート 2017
〜演歌の夜明け〜

平成 29年１月 21日
図書館本館がリニューアルオープン
　リニューアルオープン準備のため休館している図書
館本館の改修工事が終了し、平成29年１月21日㈯にリ
ニューアルオープンします。
　１月20日㈮までは児玉分館のみ開館しています。ご不
便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。
　なお、リニューアルの詳細については、「広報ほん
じょう」１月号でお知らせします。

◆本の返却は、返却ポストをご利用ください◆
　本館正面玄関、はにぽんプラザ１階、児玉分館に設
置しています。　　　　　　　　　　　　



日　程 時　間

11月１日㈫・８日㈫・15日㈫・22日㈫ 午前10時30分～11時30分
ママ
  サロン

育児相談
  ・学級

●会場：子育て支援センター（いずみ保育所内）☎�４８９１

■ママサロンは本庄子育てネットのご協力をいただき開催しています。

ママサロンでは、親子で楽しめる歌や手遊
び、絵本の読み聞かせなどをしています。
育児相談も受けています。初めて参加する
ママも大歓迎です。

●会場　本庄市保健センター☎�２００３
相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談 11月17日㈭・12月15日㈭

午前９時30分～11時(15分ごとに実施)
※11月17日㈭はアスピアこだまで実施

定員あり。各実施月の１日から
本庄市保健センターへ
※母乳相談は初回相談者優先
※育児電話相談は随時受付中母乳相談 母乳に関する相談

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

妊娠中の生活、お風呂
の入れ方の実習など 12月17日㈯　午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）

HAPPY BIRTHDAY　　11月生まれのみんな

児童センターは小学生までの子どもたちが自由に集い、遊べる子どものための場所です。また、小さいお子
さんを連れたお母さんたちの交流の場としても自由にご利用ください。
利用時間：月曜日～土曜日 (休日・年末年始除く )午前９時～午後５時 

前原児童センター☎�９８２０、日の出児童センター☎�０４２０、児玉児童センター☎�６８０５

日時　月・水・金曜日（休日を除く）　午前９時～午後２時
※担当の保育士が常駐し、親子でふれあうあそびの講座や育児相談等も受けています。

詳しくは、各児童センターなどで配布す
るおたより、又は市ホームページをご覧
ください。

開催日　前原：11/４㈮
おいもほりごっこやくだもの
狩りごっこをして遊びます。

開催日　日の出：11/16㈬　児玉：11/28㈪
日頃、子育てで感じている事、困っ
ていることを、ざっくばらんにお
しゃべりする会です。
※子育て応援団「本庄びすけっと」のご協力をいただ
き、開催しています。

開催日　日の出：11/25㈮　児玉：11/２㈬
ボール、ベル、ベルダーの3つの用具を使って、リズミカルに身
体を動かします。誰でも無理なく楽しむことができる体操です。音
楽に合わせて用具を使いながらのびのびと身体を動かしましょう。

開催日　前原：11/11㈮
親密な大人とのスキンシップを多く取ることで、◆愛情が深まる
◆安心感や信頼感を生み出す◆自立を促す◆社会性が高まる◆IQ
が高くなる◆ストレス耐性が上がる…などの効果があると言われ
ています。ぜひ、スキンシップを多く取りましょう。

日時　月・水・金曜日（休日を除く）　午前10時～11時

子育て支援のお知らせ
児童

センター

つどいの広場　乳幼児の親子が交流

親子でふれあうあそびの講座　乳幼児の親子が楽しめる

今月のおススメあそび《子育てサロンゆうゆう》 専門講師による講座　　
【収穫祭】

【話して広げようママ友の輪】 【３Ｂ体操　講師：蔵本祐子先生】

【スキンシップ遊び　講師：斉藤小百合先生】

≫
携
帯
用

≫
ス
マ
ホ
用

児玉児童センター 前原児童センターEvent Event

ビーズで
ブレスレット
を作ろう

ラケットの
持ち方から
教えます

つきたての
お餅とお芋を
食べよう

クリスマス
ビーズ作り 卓球教室もちつき＆

焼き芋大会

第９回
子育てフェスティバル

日時　11月26日㈯　午後２時～
講師　小林　浩子　先生
対象　小学生
定員　10人（先着順)
費用　１００円
申込　11月12日㈯ 午前９時から
　　　電話又は直接下記へ
★児玉児童センター☎�６８０５

日時　12月３日㈯　午前10時～
対象　小学生
定員　10人（先着順)
費用　無料
用意　飲み物
申込　11月19日㈯ 午前９時から
　　　電話又は直接下記へ
★前原児童センター☎�９８２０

　０歳の赤ちゃんから小学生までのお子さんと保護者で、思いっき
り遊びましょう。当日は、中学生・高校生・大学生や地域のみなさ
んのボランティアスタッフがお待ちしています。
日時　11月23日㈷　午後１時～４時
会場　はにぽんプラザ
内容　・手作りおもちゃワークショップ・子ども科学実験教室
　　　・絵本、折り紙コーナー・昔遊び、プレイコーナー　ほか
費用　無料
※駐車場は、右記地図の駐車場又は、はにぽんプラザをご利用ください。
★ＮＰＯ法人本庄子育てネット・田邊　☎０８０―５４６６―５７３５

日時　11月26日㈯　午前11時～正午
対象　３歳～小学校６年生
定員　１００人（先着順)
費用　無料
用意　はし、割れにくい容器、飲み物
申込　11月12日㈯ 午前９時から電話又は
　　　直接下記へ（当日受付は不可）
★前原児童センター☎�９８２０

楽しいイベント盛りだくさん！

コアラ
クラス

●会場　本庄市保健センター　●対象　平成28年５月～６月生まれのお子さんと保護者
内　容 日　時 申　込

赤ちゃんのこころ 12月１日㈭　午前10時～11時30分
11月18日㈮から
本庄市保健センターへ

赤ちゃんのからだ 12月８日㈭　午前10時～11時30分
ママといっしょに！親子ふれあい体操 12月21日㈬　午前10時～11時30分
楽しくおいしく！うきうき離乳食♪ 12月22日㈭　午前９時30分～正午

※駐車場が狭いため、11月26日㈯は徒歩又は自転車でお越しください。
また、同日は、後片付が終了するまで館内の利用はできません。

462
392

142

31

17至高崎

至児玉 至本庄早稲田駅 至美里

至熊谷

旧中山道
郵便局

郵便局

本庄駅

本庄警察署
本庄市役所

駐車場
はにぽん
プラザ

二
に の み や

ノ宮 千
ち ほ

穂ちゃん
6 歳　児玉町児玉南

細
ほ そ え

江 花
はな

ちゃん
3 歳　南

武
た け だ

田 悠
ゆ う な

那ちゃん
1 歳　下野堂

逸
へ ん み

見 美
み さ き

咲ちゃん
3 歳　下野堂

竹
たけざわ

澤 優
ゆ う き

稀ちゃん
1 歳　児玉町小平

塩
しおうら

浦 太
たいよう

陽ちゃん
4 歳　緑

今
いまいずみ

泉 颯
そ う た

太ちゃん
1 歳　小島

木
き む ら

村 琉
りゅうせい

聖ちゃん
3 歳　児玉町児玉南

坂
さかもと

本 愛
あ い り

梨ちゃん
1 歳　けや木

山
やまぐち

口 琉
る き あ

希空ちゃん
3 歳　早稲田の杜

井
いのうえ

上 來
く れ あ

娃ちゃん
1 歳　本庄

茂
も て ぎ

木 大
た い が

芽ちゃん
1 歳　児玉町児玉南

相
あ い ば

場 七
な な と

翔ちゃん
1 歳　下野堂

茂
も て ぎ

木 一
かずひと

斉ちゃん
1 歳　前原

早
は や の

野 翔
しょうき

騎ちゃん
2 歳　寿

根
ね ぎ し

岸 実
み す ず

鈴ちゃん
1 歳　児玉町長沖

渡
わたなべ

辺 陽
ひ な た

向ちゃん
2 歳　本庄

堀
ほ り え

江 颯
そ う た

太ちゃん
1 歳　下野堂

宛て先
〒367-8501
本庄市本庄3-5-3
本庄市役所秘書広報課
広報広聴係☎�１１５５　
※締切は11月15日㈫（必着)

12 月にお誕生日を迎える小学校就
学前のお子さんの写真を募集中で
す。顔のはっきり写ったお子さんの
写真、氏名、ふりがな、住所、生年
月日、保護者の氏名、連絡先を記入
のうえ下記のあて先へ郵送又は直接
持参してください。※応募多数の場
合抽選（未掲載のお子さんが優先）。
応募写真は返却できません。
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受
付
期
間
　
11
月
16
日
㈬
～
12

月
15
日
㈭
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

受
付
窓
口

　

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
２　

　

階
）
☎
㉕
１
１
２
８

　

市
民
福
祉
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ

だ
ま
内
）
☎
�
１
３
３
３

※
申
し
込
み
用
紙
は
受
付
窓
口

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

入
園
基
準 

 

児
童
の
保
護
者
の

い
ず
れ
も
が
次
の
い
ず
れ
か

の
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

に
該
当
す
る
場
合

①
ひ
と
月
に
48
時
間
以
上
労
働

し
て
い
る

②
妊
娠
中
で
あ
る
か
又
は
出
産

後
間
が
な
い
（
出
産
予
定
日

の
前
後
５
か
月
間
）

③
病
気
・
心
身
障
害
を
有
し
て

い
る

④
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人

や
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、

常
時
介
護
又
は
看
病
を
し
て

い
る

⑤
火
災
、
そ
の
他
の
災
害
復
旧

に
当
た
っ
て
い
る

⑥
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る

（
入
所
日
か
ら
３
か
月
間
ま

で
）

⑦
学
校
に
在
学
し
て
い
る
又
は

職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る

⑧
市
長
が
認
め
る
①
～
⑦
に
類

す
る
状
態
で
あ
る

入
園
・
保
育
料
の
決
定

入
園
・
保
育
料
の
決
定
は
２

月
中
旬
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

※
入
園
の
判
定
は
先
着
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
外
の
保
育
園
入
園
を
希
望

す
る
人
は
、
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

種別 保育施設名称 定員 受入月齢 所　在　地 電　話

公
立

いずみ保育所 90 ２か月 小島 5-5-45 ㉒４８９１

久美塚保育所 90 ２か月 児玉町児玉 2351-1 �４３８６

私
立

旭保育園 106 ２か月 駅南 1-5-20 ㉒３３９８

本庄保育園 150 ５か月 小島 1-5-18 ㉒３９１３

こざくら保育園 200 ３か月 栄 3-6-34 ㉒５８１２

若草保育園 90 ２か月 仁手 669-4 ㉑５００１

梅花保育園 90 ２か月 見福 1-2-7 ㉒４４７４

日の出保育園 100 ２か月 沼和田 1020 ㉑５２６３

みどり保育園 90 ６か月 寿 3-10-30 ㉑５９５７

聖徳本庄保育園 60 ２か月 栄 2-10-14 ㉑４３６５

小島南保育園 70 ２か月 小島南 3-1-5 ㉑５５４３

北泉保育園 120 ２か月 西五十子 620-1 ㉔２５７２

たんぽぽ保育園 75 ２か月 今井 1328 ㉑９８９０

ほほえみ子どもの国保育園 45 ２か月 緑 2-15-5 ㉓１０１８

藤田保育園 60 ２か月 牧西 30 ㉔２８８６

児玉保育園 170 ９週 児玉町児玉 2448-1 �０１８６

西光保育園 70 ２か月 児玉町塩谷 85-1 �５１４７

西光第二保育園 70 ２か月 児玉町吉田林 447-6 �５４７３

認定こども園　共和梅花保育園（予定） 62 ２か月 児玉町蛭川 885 �０１０４

秋平さくら保育園 50 ６か月 児玉町秋山 2527-1 �１１６７

認定こども園　児玉桜井幼稚園 （予定） 45 ８か月 児玉町八幡山 594-2 �０４４３

    加川ベビールーム（休止中） 3 ２か月 日の出 4-3-4 ㉔０５８６

はにぽん保育園 24 ８か月 小島 6-9-15 ㉑０１１１

ふくしまキッズ保育園 20 ６か月 千代田 1-2-20 ㉗２０１０

平
成
29
年
度
　

保
育
園
入
園
児
童
の
受
付
を
開
始

子育て
Child rearing

入
園
申
込
の
際
は
、
必
ず
希
望
す
る
保
育
園
を
見
学
し
た
う
え
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※認定こども園共和梅花保育園と認定こども園児玉桜井幼稚園は、保育園利用の申請です。

※金屋保育所は、平成 29 年３月 31 日で休所となるため、掲載していません。

　ひとり親家庭児童
  就学支度金支給制度のご案内

児
童
虐
待
と
は

親
や
養
育
者
が
、
子
ど
も
の

心
や
体
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な

成
長
や
人
格
の
形
成
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
行
為
を
い
い
ま

す
。「
し
つ
け
」
と
思
っ
て
い

る
行
為
で
も
、
子
ど
も
の
心
や

体
を
傷
つ
け
る
行
為
な
ら
ば
、

そ
れ
は
虐
待
で
す
。
親
や
養
育

者
の
立
場
よ
り
も
、
子
ど
も
の

立
場
で
判
断
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
虐
待
の
形
態

　

虐
待
に
は
、
次
の
４
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
体
を

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

○
性
的
虐
待

　

性
的
行
為
を
強
要
す
る
、
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す

る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　

子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
る
よ

う
な
ひ
ど
い
こ
と
を
言
う
、
無

視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別

的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で

家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス:

Ｄ
Ⅴ
）
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
の
怠
慢
・

拒
否)

　

適
切
な
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、

病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
病
院
に

連
れ
て
い
か
な
い
、
乳
幼
児
だ

け
残
し
て
外
出
す
る
な
ど

　
子
育
て
中
の
人
へ

・ 

ど
う
や
っ
て
子
育
て
し
て
よ

い
か
分
か
ら
ず
悩
ん
で
い
る

・ 

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か

ず
に
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て

い
る

・ 

つ
い
子
ど
も
を
叩
い
た
り
、

怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
の
悩
み

は
ひ
と
り
で
抱
え
こ
ま
ず
、
周

り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
へ

　

あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
な
ど
、
子

育
て
中
の
保
護
者
が
孤
立
し
な

い
よ
う
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
課☎

㉕
１
１
３
０

相談連絡先
　■家庭児童相談室（子育て支援課）

  　☎㉕１１２９

　■熊谷児童相談所

  　☎ 048-521-4152

　■埼玉県休日夜間

　　児童虐待通報ダイヤル

　　☎ 048-779-1154

虐待は家庭の中で起こることが

多いため発見されにくく、子ども

が自ら逃げたり助けを求めたりす

ることが困難です。「もしかして、

虐待？」と思ったら、下記の相談

連絡先へご連絡ください。

※通報者の氏名など、個人の秘密

は守られます。

児童虐待を
なくそう！
～ 11 月は児童虐待防止月間～

県では、低所得のひとり親家庭等の児童が中学

校へ入学するとき、就学支度金を支給しています。

次に該当する人は、受付期限までに申請してく

ださい。受付期限を過ぎると、資格があっても支

給されませんのでご注意ください。

※児童扶養手当現況届と同時に申請した人は、改めて申請す

る必要はありません。

●対象　母子家庭の母、父子家庭の父又は父母の

　　　　ない児童を養育している人で、平成 29 年

　　　　４月に中学校へ就学する児童を扶養して

　　　　いる市町村民税非課税世帯の人 (生活保

　　　　護受給世帯を除く )

●支 給 額　１０、０００円

●受付期限　11 月 30 日㈬

●申請方法　振込先金融機関の通帳を持参のうえ

　　　　　　下記へ

★�子育て支援課（市役所２階）　☎㉕１１３０

　市民福祉課（アスピアこだま内）　☎�１３３３

　中学校入学時にかかる費用を援助します



生ごみ水切り器が発売されました

使用済小型電子機器のリサイクルにご協力を ★環境推進課　☎�１１７２
★環境産業課　☎�１３３４

主
な
回
収
品
目

・電話機、ファックス　・携帯電話、カーナビ
・映像用機器（デジタルカメラ、ビデオカメラ）
・ラジオ　・ハードディスク、メモリーカード
・ＤＶＤプレーヤー、ＣＤプレーヤー
・ゲーム機（据置型・携帯型）
・電子辞書、電卓、電気時計
・パソコン用プリンター、パソコン用モニター
・家庭用電動ミシン　・電子キーボード
・電子体温計、電子血圧計　・電子レンジ、炊飯器
・扇風機、空気清浄機・電気アイロン、電気掃除機
・電気スト―ブ  ・ヘアドライヤー、電動歯ブラシ

回
収
対
象
外

・小型家電リサイクル法の対象品目ではないもの
  （例＝太陽光パネル、蛍光管、電球など）
・パソコン本体※
・木製部分が多く含まれる小型家電
  （例＝こたつやぐら、木製スピーカー、電子オルガン）
・事業所など家庭以外で使用していたもの
・家電リサイクル法対象品目
  （テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）

イベント回収を実施します

【注意】
・携帯電話等に含まれる個人情報は、必ず消去して
　ください。
・電池・バッテリーは、あらかじめ取り外してお持
　ちください。

29 平成28年11月１日号 28

今月の標語
生ごみの減量や水切りを呼びかける標語

最優秀賞　
黒澤伶菜さん（本庄東小６年）　

『少しでも
　しぼって減らそう　
　　　　　ごみの量』

資源ごみの分別にご協力ください

㈱カインズとの共同開発

生まれ変わりますEC
ガイド

　市では、缶・びん・ペットボトルを資
源ごみとして収集していますが、可燃ご
みや不燃ごみとして捨てられているもの
も見受けられます。
　ごみの減量化と限りある資源を有効利
用するため、資源ごみとして毎月各地域
の収集日に出すようご協力ください。
　なお、市役所や公民館等でも収集して
おりますので併せてご利用ください。

　庭先や空き地などで、ごみを燃
やすことは、煙やにおい、灰の飛
散などによって近所迷惑になるば
かりでなく、有害なダイオキシン
類の発生、pm2.5などの微粒子状物
質の発生の原因にもなります。そ
のため、一部の例外を除き、屋外
焼却は法令で禁止されています。
　生活環境をより良くするために
市民のみなさん一人ひとりの取組
みが大切です。ごみは家庭で焼却
せず、認定ごみ袋に入れて収集場
所に出すなど適正に処理するよう
お願いします。

　ごみの減量化をめざし、㈱カインズと共同開発
をしていた生ごみ水切り器が発売となりました。
　カインズホーム本庄早稲田店ほか、全国のカ
インズホーム店舗(一部の店舗を除く）にて購
入できます。
・商品名　『水切りネットの水しぼりシート』
・価格　　３枚入り　198円（税込） 

　使用済小型電子機器にはレアメタルな
どの有用金属が含まれます。
　貴重な資源を再利用するため、家庭で
お使いになった使用済小型電子機器の回
収にご協力をお願いします。

※パソコンは、市の連携事業者のリネット
ジャパン㈱《http://www.renet.jp/》によ
る宅配便回収（無料）をご利用ください｡
ＰＣリサイクルマークがついているパソコ
ンは、製造メーカーへ回収を依頼してくだ
さい。

▶︎日時　11月26日㈯
　　　　午前９時～11時（雨天決行）
▶︎場所　セルディ駐車場

環境推進課（市役所４階）・環境産業
課（アスピアこだま内）では、回収
ボックスを設置しています。開庁時間
内にご利用ください。◆投入口(30cm
×15cm）を通る大きさまで。

開庁時間内にご利用できます
～ボックス回収を市役所で実施しています～

　夏の日差しを遮り、暑さをやわらげる緑のカーテンには、育て
る楽しみ！収穫の楽しみ！観る楽しみ！があります。
　来年は、みなさんも緑のカーテンをつくってみませんか。

　夏の省エネ対策推進のため開催した｢平成28年度本庄市緑の
カーテンコンテスト」の表彰式が、10月4日に行われました。　
入賞者はつぎのとおりです。
　　市長賞　老人保健施設本庄ナーシングホーム
　　優秀賞　中林歯科、株式会社関口組、
　　　　　　公益社団法人本庄市シルバー人材センター

市長賞の作品

入賞者のみなさん

緑のカーテンコンテスト入賞者を発表します

★環境推進課　☎�１１７２
★環境産業課　☎�１３３４

缶・びん・ペットボトルは

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先

アスピアこだま 11月６日㈰
12月４日㈰ 午前９時～11時  ハートto ハート

(佐久間さんち)
☎�９３００市役所 11月20日㈰ 午前９時～11時、

午後１時～３時

本庄南公民館 11月12日㈯ 午前９時～11時 佐久間さんち
☎�９３００

就労継続支援Ｂ型
事業所「佐久間さん
ち｣(本庄高校北側）

11月18日㈮ 随時受付 ポノポノ
☎�２１９５

 集団資源回収予定表＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

　
住
宅
用
設
備
に
関
す
る
補
助
金

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
浄
化
槽
設
置
補
助
金

　
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
又
は

汲
み
取
り
便
槽
か
ら
、
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転
換
を
実
施
す
る
世

帯
に
対
し
て
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金

　
一
戸
建
て
住
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
を
対
象

に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
余
剰
売
電
を
行
う
も
の

○
住
宅
省
エ
ネ
改
修
補
助
金

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
高
遮
熱
塗
装
工
事
（
屋
根

　
部
分
の
み
）
・
断
熱
材
設
置
工

　
事
・
断
熱
ガ
ラ
ス
等
設
置
工
事
・

　
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
付
工
事

○
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金

　
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

H
EM

S

・
太
陽
熱
利
用
シ

　
ス
テ
ム
・
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ

　
ム

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備
導
入
事

業
補
助
金

　
事
業
者
向
け
の
創
エ
ネ
・
省
エ

ネ
設
備
の
補
助
金
で
す
。

※
申
請
枠
が
終
了
次
第
、
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
３

廃棄物の屋外焼却（野焼き）
は禁止されています！

「
浄
化
槽
・
エ
コ
タ
ウ
ン
」
に
関
す
る
補
助
金
の
ご
案
内
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市民相談（11月〜12月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分～午後５時15分です。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 11月17日㈭・12月15日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室 
   　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

法 律

11月２日㈬・９日㈬・24日㈭（※23日が祝日のため）
午後１時～４時
◎12月の相談日

弁護士に
よる相談

12月７日㈬・14日㈬　午後１時～４時　
定員＝各６人（先着順)

司法書士に
よる相談

12月21日㈬・28日㈬　午後１時～４時
定員＝各６人（先着順)

労 働 法 律 11月16日㈬　午後１時～４時
定員＝６人（先着順)　相談員＝弁護士

不 動 産 11月11日㈮・12月９日㈮　午後１時～４時
相談員＝不動産無料相談員（宅地建物取引士）

年金・労働 12月８日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士　

税 務 11月８日㈫・12月13日㈫　午後１時～４時
相談員＝税理士　

消 費 生 活

毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
11月８日㈫・11日㈮はお休みです。
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
11月８日㈫会場①・12月13日㈫会場②　午後１時～４時 アスピアこだま１階 

①相談室１②会議室３ はにぽんプラザ ☎�０８２８
11月22日㈫・12月27日㈫　午後１時～４時 はにぽんプラザ１階　

　　　　　　　　控室

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）

毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時30分～午後３時
12月26日㈰～30日㈮はお休みです。 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）12月28日㈬はお休みです。
電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と
毎週月曜日（休日を除く） 午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

毎週月曜日（休日を除く） 午後１時～４時 アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 毎週水曜日（休日を除く)11月20日㈰
午後１時～４時（最終受付は３時30分)

※相談時間中の
ご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み 11月11日㈮・25日㈮・12月９日㈮

午後１時～４時

成 年 後 見 11月８日㈫・22日㈫・12月13日㈫・
27日㈫　午後１時～４時

※各種相談は予約制
※12月の相談予約は、11月21日㈪から受付開始       
   （先着順。受付開始日は電話予約のみ）
※同じ相談に同時に複数の申し込みはできません
　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　　　　●行政相談             毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日　●不動産相談         毎月第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日　●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  ●税務相談　          毎月第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

「
交
通
安
全
ニ
ュ
ー
ス
」

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

夕方４時からライトをつけよう！

●交通事故は、｢午後４時～６時の夕暮れ時」に最も多く発生しています。
　車も自転車も、早めのライト点灯を心がけましょう。
●夕方・夜間の外出には、明るい服装と反射材を着用しましょう。
●車も自転車も、飲酒運転は絶対ダメです。

「夕暮れ時 早めのライト点灯運動」 11月３日㈷ 本 庄 皮 膚 科 医 院 銀 座 ３ 丁 目 ☎�３２３３
11月６日㈰ 児玉清水クリニック 児 玉 町 児 玉 ☎�７５４３
11月13日㈰ 鈴 木 外 科 病 院 児玉町八幡山 ☎�１２３５
11月20日㈰ 関根内科外科医院 神 川 町 新 里 ☎�７６６７
11月23日㈷ はにぽんクリニック 東 台 ４ 丁 目 ☎�３５９６
11月27日㈰ 千 田 医 院 美 里 町 根 木 ☎�００４１
12月４日㈰ 高橋外科整形外科 千代田１丁目 ☎�６２１１
12月11日㈰ 昭 和 産 婦 人 科 駅 南 １ 丁 目 ☎�２０２５

★119番は、緊急時（火災やけが人など）の受付専用電話番
号です。夜間など、時間外に診療可能な病院については、児
玉郡市広域消防本部指令課(☎�1119）でご案内していま
すので、ご利用ください。ただし、診療科目によっては、
県外や児玉郡市以外の病院をご案内する場合もあります。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
　（本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
　　※診療に関すること以外のお問い合わせ・電話相談はご遠慮く
　　　ださい。
　　※健康相談等は右記の電話相談をご利用ください。
●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
　　ので、確認してからお出かけください。

休 日 急 患 の 診 療

　
今
回
は
、
歯
周
病
と
誤ご

え
ん
せ
い

嚥
性
肺

炎
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

歯
周
病
菌
で
誤
嚥
性
肺
炎
に
！

　
日
本
人
の
死
亡
病
因
ワ
ー
ス
ト

３
は
、
長
い
間
１
位
・
ガ
ン
、
２

位
・
心
疾
患
、
３
位
・
脳
血
管
疾

患
で
し
た
が
、
肺
炎
に
よ
る
死
亡

数
が
増
加
し
て
き
て
、
２
０
１
２

年
に
は
肺
炎
が
第
３
位
に
な
り
ま

し
た
。
肺
炎
の
う
ち
80
％
が
「
誤

嚥
性
肺
炎
」
で
す
。

　
誤
嚥
と
は
、
飲
食
物
や
唾
液
が

食
道
で
は
な
く
誤
っ
て
気
管
に
入
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
、
だ
れ
で
も

時
々
起
こ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
健
常
者
で
は
通
常
そ
の

時
に
自
然
と
む
せ
た
り
咳
が
出
た

り
し
ま
す
。
こ
れ
は
肺
や
気
管
を

守
ろ
う
と
す
る
生
理
的
反
応
で
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
の
人
や
障
害
の

あ
る
人
は
口
腔
や
咽
頭
の
機
能
が

低
下
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
か

な
り
の
頻
度
で
そ
の
ま
ま
誤
嚥
を

起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
唾
液
や

飲
食
物
と
と
も
に
細
菌
が
肺
に
入
っ

て
し
ま
い
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
す

の
で
す
。
歯
周
病
菌
は
病
原
性
が

高
く
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
原
因
菌
の

主
役
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
口
の
中
を
い
つ
も
き
れ
い
に

し
て
お
く
こ
と
は
肺
炎
予
防
に
と
っ

て
重
要
な
こ
と
で
、
口
腔
ケ
ア
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
、
噛
み
砕
い
た
り
そ
れ
を
飲
み

込
む
機
能
（
摂
せ
っ
し
ょ
く
食
・
嚥え
ん
げ下
）
を
鍛

え
る
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
も
肺
炎
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

防
ご
う
！
歯
周
病

　
歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
で
す
の

で
、
毎
日
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
か

か
り
つ
け
歯
科
医
院
で
の
定
期
的

な
チ
ェ
ッ
ク
と
専
門
的
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
歯
科
医
師
会
員
は
各
地
域
の
健

診
事
業
に
協
力
し
て
、
皆
さ
ん
の

お
口
の
健
康
が
体
の
健
康
に
つ
な

が
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
庄
市
で
は
無
料
の
歯
周
疾
患

検
診
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
年
齢
の
人
は
、

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

歳
の
人
で
す
。
こ
の
よ
う
な
無
料

歯
周
疾
患
検
診
を
利
用
し
て
、
歯

周
病
の
相
談
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医

療
健
康
長
寿
歯
科
健
診
を
平
成
28

年
７
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
１
月

31
日
ま
で
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
前
年
度
中
に
75
歳
と

な
っ
た
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
、
本
事

業
を
実
施
す
る
市
町
村
に
住
民
票

の
あ
る
人
で
す
。

　
す
で
に
対
象
者
に
は
、
埼
玉
県

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
長
寿
歯
科

健
診
の
ご
案
内
が
郵
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
無
料
の
歯
周
疾
患
検
診
や

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
長

寿
歯
科
健
診
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
指
定
歯
科
医
院
に
予
約
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
で
な
く
て
も
、
少
し
で

も
気
に
な
る
人
は
、
歯
科
医
院
を

受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●小児夜間初期救急診療（本庄総合病院内☎�６１１１）
　診療日　毎週火曜日（休日は除く）　午後６時～９時
　対　象　中学生まで
●電話相談をご利用ください（相談料無料）
 ほんじょう健康相談ダイヤル２４（通話料無料）
　☎０１２０－１２２－８８５
　受付時間　24時間体制　年中無休
　相談員　　看護師・保健師・医師など
　対　象　　本庄市在住の人
 ｢＃8000｣小児救急電話相談 (通話料利用者負担)
 （ＩＰ電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは、
　　　　　　　　　　  　 ☎０４８－８３３－７９１１）
 受付時間　月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
　　　　    日曜日、休日、年末年始 午前７時～翌日午前７時
 ｢＃7000｣大人救急電話相談（通話料利用者負担）
 （ＩＰ電話、ＰＨＳ、ダイヤル回線からは、
                                    ☎０４８－８２４－４１９９)
 受付時間　月曜日～土曜日　午後６時30分～10時30分
　　　　　 日曜日、休日、年末年始　
　　　　　　　　　　　　   午前９時～午後10時30分

『
歯
周
病
』
に
つ
い
て　
～
上
級
編
～

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
歯
科
医
師
会

※本庄市は９月末時点、人口１千人あたりの人身事故発生件数は 4.51 件で県内ワースト１位。

広めよう
早めのライト点灯

と反射材！
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広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
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ペ
ー
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で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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o
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

　回答いただいた人に抽選でプレゼントを差し上げる広報アンケートを
行っています。あなたの声を広報に生かしませんか。

応募方法　 アンケートの答え・住所・氏名・年齢を記入のうえ、
　　　　　11月21日㈪までにはがき又は電子メールで下記へ
　　　　　※各月１人１通まで
応  募  先　 〒367-8501　本庄市役所秘書広報課「広報アンケート」係
　　　　　    kouhou@city.honjo.lg.jp※件名に「広報アンケート」を明記
※当選者の発表は、プレゼント引換券の発送をもって代えさせていただきます。

広報アンケート

読んで答えてプレゼントＧＥＴ！

★ プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。
　詳しくは、市ホームページ又は秘書広報課☎�１１５５へ

①11月号で１番良かったページは？
②どんな記事を読みたい(充実してほしい)？
③改善してほしい点は？

アンケートＱ

マチを
好きになる
アプリ

今月のプレゼント

かんな清流米は、
｢神流川」の恵みを
受け、県の特別栽
培農産物に認証さ
れた、食味値75％
以上に育てたお米
です。

▶店舗情報
JA埼玉ひびきの
あおぞら館直売所
本庄市643－2
☎�４１８３
9：00～18：00

かんな清流米

彩のきずな・２kg 10人（抽選）

たくさんの投票ありがとうございました

決戦投票は愛媛県松山市で

インターネット投票では第１位（※10月 17 日時点）

　７月 22 日に投票を開始したゆるキャラ ®グランプリ
2016 が、10 月 24 日にインターネット投票期間を終え
ました。投票開始からのおよそ３か月間、数々のゆる
キャラ ®たちと全国１位の座を競ってきましたが、得
票数が非表示になる 10 月 17 日時点で１位をキープ。
グランプリの頂点に立つことが期待されます。

　最終順位はネット投票での得票数と、11 月５日・６
日に愛媛県松山市で開催される現地投票の得票数を合
算して決定します。ぜひ最後まではにぽんの応援をお
願いします。

いざ、決戦の地

松山で本庄の
魅 力 を PR し
てくるよ♪

松山へ！
ゆるキャラ ® グランプリ２０１６

ゆるキャラ ® グランプリ 2016  in 愛顔（えがお）のえひめ

日時　11月５日㈯・６日㈰　午前９時～午後４時（最終入場は午後３時 30 分）
会場　松山市・城山公園芝生広場（愛媛県松山市堀之内）


